
誕生おめでとう ❾ 月生まれ（親・自治会）

×アート・クラフト 竹田市城下町まちあるき 

　６年目を迎える竹田アートカルチャー。今年のテーマは「ニュータケタ」です。
　現在、竹田のアートシーンは、歴史ある文化と現代アート、そして工芸文化などさ
まざまな表現が町に溶け込み、新たな文化の層となって、積み重なりはじめていま
す。それは、まるで「文化芸術のデパート」のようです。かつて城下町の中心的場所
にあったデパート「ニュー竹田」になぞらえて、さまざまなレイヤー（層）の重なり
により、常に更新し続ける竹田をお楽しみください。
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郷土の植物 （331）

第140回
阿孫  久見

ベンケイソウ（ベンケイソウ科）

　
山
地
の
開
け
た
明
る
い
林
縁

や
草
原
の
ス
ス
キ
と
混
生
す
る

高
さ
１
㍍
以
上
に
も
な
る
多
年

草
で
す
。
太
い
茎
は
硬
く
て
直

立
し
、
先
端
部
で
短
く
枝
を
分

け
ま
す
。

　
互
生
の
厚
い
肉
質
の
葉
は
軟

ら
か
く
、
楕
円
形
で
裏
面
は
粉

白
色
で
す
。
葉
の
ふ
ち
は
不
規

則
な
低
い
鋸
歯
が
あ
り
ま
す
。

下
部
の
大
き
い
葉
は
長
さ

10
㌢
、
幅
が
５
㌢
ほ
ど
で
す
。

　
秋
の
頃
、
茎
の
先
に
複
散
房

状
の
花
序
に
径
７
㍉
ほ
ど
の
小

さ
な
淡
い
緑
白
色
の
５
弁
花
を

反
り
返
ら
せ
て
咲
か
せ
ま
す
。

花
は
膨
ら
む
よ
う
に
密
集
し
て

い
て
、
ま
る
く
見
え
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
、
こ
の
草
を

切
り
取
っ
て
吊
り
下
げ
て
お
い

て
も
何
日
た
っ
て
も
萎
れ
ず
、

再
び
こ
れ
を
土
に
さ
す
と
活
着

す
る
の
で
、
そ
の
生
命
力
の
強

さ
を
弁
慶
に
例
え
て
弁
慶
草
の

名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
筆
者
が
２
０
０
１

年
の
秋
、
大
船
山
の
中
腹
で
偶

然
に
発
見
し
観
察
し
ま
し
た
。

こ
の
植
物
は
大
分
県
で
は
、
く

じ
ゅ
う
山
系
の
み
に
産
す
る
珍

し
い
も
の
で
す
。
個
体
も
少
な

く
な
か
な
か
出
会
え
ま
せ
ん
。

花
期
は
８
月
か
ら
９
月
で
す
。

誕生日　親（地区・自治会）
平成27年11月生まれ

竹田市在住作家18名＋市外招聘作家10名　計28名による「まちなかアートのお祭り」

竹田アートカルチャー2016

■〔アート〕 竹田で集めた音源で作られた音楽と美術が
　合わさった作品展示

■〔クラフト〕 竹田うまれの釉薬をつかってつくられた
　うつわの展覧会

■〔ワークショップ〕 竹田の草木がうつしこまれたガラスの灯籠をつくろう！

■〔茶会〕 TSG竹田総合学院利用
　アーティスト９名による旧竹田
　荘での「アート茶会」（11/27）

ガラスと竹の
　ワークショップ

2016年晩秋

会場：広瀬神社、gallery 傾く家　ほか

会場：月函（tsuki-haco）※木曜日と日曜日のみ営業

会場：但馬屋老舗新屋２Ｆアラヤサーラ【要事前申込】

会場：旧竹田荘【要事前申込】

中西美香作陶展

「竹田音楽」

「花の記憶 森の残像」

葉影がゆれる、ガラスの灯籠づくり

11/12（土）～27（日）　土・日中心に城下町エリアで開催

（11/19・20）

問竹田アートカルチャー実行委員会
　事務局
　（竹田市竹田町2115  gallery傾く家）
　☎090-4439-5216 
　E-mail:taketaartculture@gmail.com
　ホームページアドレス
　http://www.taketaartculture.com/

mama!milk ×
　　　　オレクトロニカ
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11広報

月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　22,918　人（－32人 ）
男　性　10,698　人（－  6人 ）
女　性　12,220　人（－26人 ）
世帯数　10,466世帯（－16世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成28年10月１日現在）

  2   第23回全国山城サミットin竹田

  6   第70回瀧廉太郎記念全日本高等学校
声楽コンクール   「積み重ねられた70
年の歴史　音楽の力を未来へ」

  7   【教育】竹田南高校が創立100周年  ほか

  8   まちの出来事　

10   11月14日は「世界糖尿病デー 」です
「糖尿病悪化予防の鍵」  ほか

11   ドイツって面白い！／ぬくもり／地域
おこし協力隊通信⑭  ほか

12   たけたん情報 竹田のこよみ／TCT特
番情報／休日当番医情報／えがおの
子育て小児科／ぼくのひめぱん  ほか

20   学び舎（竹田中学校）／まるごと博物
館／図書館に行こう

22   市長コラム「有由有縁」

23   画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術
祭市内特選作品　紙上作品展

24   郷土の植物／すくすく１歳／誕生お
めでとう

■今月の表紙

真紅に燃え盛る城壁に
またひとつ、歴史が刻
まれる。

デザイン＆コピー

　　阿部 珠美
　　　　　（地域おこし協力隊）

竹田の「歴史遺産」を誇りに

山
城
を
活
用
し
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

日
本
遺
産
登
録
へ
向
け
て
弾
み

「第23回全国山城サミット in 竹田」10/22・23に開催

　
荒
城
の
月
ゆ
か
り
の
「
岡
城
」
と

18
の
山
城
が
待
つ
、
と
銘
打
っ
た
竹

田
大
会
。
会
場
の
竹
田
高
校
体
育

館
に
は
市
民
を
は
じ
め
、
県
内
外
か

ら
約
６
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
中
西
義
昌
氏
（
北
九
州

市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
　
学

芸
員
）
が
「
岡
城
再
発
見
〜
豊
後
南

郡
衆
の
山
城
か
ら
中
川
氏
の
居
城

へ
〜
」
と
題
し
、
岡
城
の
建
設
が
ひ

と
段
落
し
た
慶
長
元
（
１
５
９
６
）

年
か
ら
大
手
門
改
修
が
行
わ
れ
た

慶
長
17
（
１
６
１
２
）
年
頃
の
姿
と

再
現
し
た
「
岡
城
鳥
瞰
図
（
推
定
復

元
／
香
川
元
太
郎
氏
作
画
）」
を
使

い
、
岡
城
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
記
念
講
演
と
し
て
、
千
田
嘉

博
氏
（
奈
良
大
学
教
授
、
城
郭
考
古

学
者
）
が
「
山
城
か
ら
岡
藩
の
歴
史

を
読
み
取
る
〜
岡
城
石
垣
の
魅
力

〜
」
と
題
し
、
各
地
の
山
城
に
共
通

す
る
課
題
で
も
あ
る
「
石
垣
保
全
と

石
垣
周
辺
の
樹
木
伐
採
」
を
提
案

し
、
外
か
ら
石
垣
を
見
せ
る
こ
と
で

「
岡
城
の
魅
力
」
を
さ
ら
に
活
か
す

こ
と
を
提
案
。
ま
た
、「
城
」
を
体

感
す
る
新
し
い
設
備
と
し
て
「
石
川

県
の
鳥
越
城
の
立
体
復
元
整
備
」
や

「
ベ
ル
ギ
ー
・
エ
ー
ナ
ム
遺
跡
の
Ｖ

Ｒ
を
活
用
し
た
整
備
」
等
の
事
例
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
藤
原
惠
洋
氏

（
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研

究
院
教
授
・
文
化
庁
文
化
審
議
会

世
界
文
化
遺
産
特
別
委
員
会
委
員
）

が
「
竹
田
に
お
け
る
地
域
固
有
の
空

間
資
源
を
活
か
し
た
創
造
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
続
い
て
西
山

徳
明
氏
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高

等
研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
・

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院
　

観
光
創
造
専
攻
教
授
）
が
「
山
城
と

地
域
の
歴
史
を
活
か
し
た
文
化
遺

産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
遺
産
創
造
と

観
光
創
造
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
、「
歴
史
遺
産
」
を
地

域
の
活
性
化
に
活
か
す
に
は
「
知
る

こ
と
の
大
切
さ
」、「
ま
ち
の
魅
力
に

気
づ
く
こ
と
」
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
第
23
回
全
国
山
城
サ

ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
会
長
の
首
藤

勝
次
竹
田
市
長
が
「
サ
ミ
ッ
ト
宣

言
」
を
読
み
上
げ
、
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
24
回
大
会
の
開
催
地

は
「
栃
木
県
佐
野
市
」（
平
成
29
年

11
月
下
旬
頃
）と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
山
城
を
活
か
し
た
地
域

の
活
性
化
を
め
ざ
す
全
国
山
城
サ

ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
の
発
展
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
本
市
は
今
大
会

の
開
催
地
経
験
を
「
日
本
遺
産
登
録

へ
の
挑
戦
」に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　全国山城サミット竹田大会が開催され、全国各地から連絡協議会参加20団体の関係者が来竹。先人たちが築いた
山城の歴史、さらに地域資源として活かすことを学ぶ講演会等が開催され、盛会のうちに幕を閉じました。

↑運営等について意見を交わした「協議会」総会

【写真】①会場の竹田高校体育館　②講演を熱心に聞く参加者のみなさん　③大会を盛
り上げる幟　④中西義昌氏　⑤藤原惠洋氏　⑥千田嘉博氏　⑦西山徳明氏　⑧賑わう
「宣伝ブース」　⑨大会に花を添えた「阿鹿野獅子」　⑩おもてなしの心で迎える竹田高
校生　⑪竹田中生徒が制作した「騎群城」のジオラマ　⑫都野中生徒が演劇で「山野城」
の研究発表　⑬岡城武者揃えが制作した岡城の歴史PV

【写真】⑭岡城跡で行われた現地見学会 
⑮二の丸便益施設を見学　⑯本丸から
見学者を「祝砲」で迎える大友鉄砲隊　
⑰市内小学生が竹筒の花飾りでおもてな
し（各会場に展示） ⑱大会の締めに「サ
ミット宣言」を読み上げる全国山城サミッ
ト連絡協議会会長の首藤市長　⑲次期
開催地栃木県佐野市の岩上日出男教育
長が挨拶　⑳創生館で開催されたキリ
シタン遺物展・イコン原画展

⑬

⑪

⑨

⑫

⑩

⑮

⑭

⑧

⑱

⑯

⑰

⑲

⑳

⑤ ④

⑦ ⑥

③

① ②

やま  じろ
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ー
・
エ
ー
ナ
ム
遺
跡
の
Ｖ

Ｒ
を
活
用
し
た
整
備
」
等
の
事
例
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
藤
原
惠
洋
氏

（
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研

究
院
教
授
・
文
化
庁
文
化
審
議
会

世
界
文
化
遺
産
特
別
委
員
会
委
員
）

が
「
竹
田
に
お
け
る
地
域
固
有
の
空

間
資
源
を
活
か
し
た
創
造
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
続
い
て
西
山

徳
明
氏
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高

等
研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
・

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院
　

観
光
創
造
専
攻
教
授
）
が
「
山
城
と

地
域
の
歴
史
を
活
か
し
た
文
化
遺

産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
遺
産
創
造
と

観
光
創
造
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
、「
歴
史
遺
産
」
を
地

域
の
活
性
化
に
活
か
す
に
は
「
知
る

こ
と
の
大
切
さ
」、「
ま
ち
の
魅
力
に

気
づ
く
こ
と
」
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
第
23
回
全
国
山
城
サ

ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
会
長
の
首
藤

勝
次
竹
田
市
長
が
「
サ
ミ
ッ
ト
宣

言
」
を
読
み
上
げ
、
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
24
回
大
会
の
開
催
地

は
「
栃
木
県
佐
野
市
」（
平
成
29
年

11
月
下
旬
頃
）と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
山
城
を
活
か
し
た
地
域

の
活
性
化
を
め
ざ
す
全
国
山
城
サ

ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
の
発
展
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
本
市
は
今
大
会

の
開
催
地
経
験
を
「
日
本
遺
産
登
録

へ
の
挑
戦
」に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　全国山城サミット竹田大会が開催され、全国各地から連絡協議会参加20団体の関係者が来竹。先人たちが築いた
山城の歴史、さらに地域資源として活かすことを学ぶ講演会等が開催され、盛会のうちに幕を閉じました。

↑運営等について意見を交わした「協議会」総会

【写真】①会場の竹田高校体育館　②講演を熱心に聞く参加者のみなさん　③大会を盛
り上げる幟　④中西義昌氏　⑤藤原惠洋氏　⑥千田嘉博氏　⑦西山徳明氏　⑧賑わう
「宣伝ブース」　⑨大会に花を添えた「阿鹿野獅子」　⑩おもてなしの心で迎える竹田高
校生　⑪竹田中生徒が制作した「騎群城」のジオラマ　⑫都野中生徒が演劇で「山野城」
の研究発表　⑬岡城武者揃えが制作した岡城の歴史PV

【写真】⑭岡城跡で行われた現地見学会 
⑮二の丸便益施設を見学　⑯本丸から
見学者を「祝砲」で迎える大友鉄砲隊　
⑰市内小学生が竹筒の花飾りでおもてな
し（各会場に展示） ⑱大会の締めに「サ
ミット宣言」を読み上げる全国山城サミッ
ト連絡協議会会長の首藤市長　⑲次期
開催地栃木県佐野市の岩上日出男教育
長が挨拶　⑳創生館で開催されたキリ
シタン遺物展・イコン原画展

⑬

⑪

⑨

⑫

⑩

⑮

⑭

⑧

⑱

⑯

⑰

⑲

⑳

⑤ ④

⑦ ⑥

③

① ②
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全国山城サミットin竹田

山野城

三船城

松牟礼城

岡城
戸次城

鬼ケ城

津賀牟礼城

駄原城

騎群城

法螺貝城
田北城

相ケ鶴城

南山城南山城

笹原目城
菅迫城

下原城

高城

緩木城
小松尾城

「
史
跡
岡
城
跡
二
の
丸
便
益
施
設
」が
完
成

荒
城
の
月
「
岡
城
」で
ひ
と
や
す
み

　
10
月
12
日
、
国
指
定
史
跡
「
岡
城

跡
」
の
二
の
丸
便
益
施
設
の
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
出
席
者

が
見
守
る
中
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
施
設
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、「
岡
城
跡
」
の
見

学
者
の
た
め
に
、
か
つ
て
風
呂
屋
敷

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
二
の
丸
跡
に
、

岡
城
本
丸
跡
へ
の
移
動
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に 

緩
や
か
な
通
路
（
手

す
り
付
き
の
階
段
）
と
、
休
憩
室
・

ト
イ
レ
設
備
を
併
せ
持
つ
「
便
益
施

設
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
広
大
な
城
内
に
便
益

施
設
が
１
か
所
し
か
な
い
」
と
い
う

不
便
さ
や
、
高
齢
の
訪
問
者
か
ら
は

「
本
丸
跡
へ
と
続
く
石
段
の
段
差
が

大
き
く
、
傾
斜
も
急
な
た
め
移
動
に

困
難
を
生
じ
て
い
る
」
と
い
う
声
も

↑完成した「史跡岡城跡二の丸便益施設」

↑「騎群城」の研
究発表をする竹
田中の生徒たち

甲冑姿に扮し、岡
城で観光ガイドをす
る等の活動を発表
する「岡城武者揃
え」のみなさん→

↑「山野城」の研究発表をする都野中の生
徒たち

情感を呼び覚ます、篠笛の音色
（竹田 ～「荒城の月」太鼓組曲～）太

鼓
櫓
の
前
で
歓
迎
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

←

→
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
藤
高
社
長
か

ら
首
藤
市
長
に「
熊
本
地

震
」の
義
援
金
を
贈
呈

↑抽選で招待された約1000人の観客（県内外、
遠くはイギリスやシンガポール、台湾等）が
雨の降りしきる本丸跡に集結しました↑高齢者や身障者の方は登城

バスで移送

↑緩やかな階段をのぼると…

↑本丸跡に到着します!

↑作業をする市民のみなさん

②荻地区「下原城」「駄原城」

⑤豊岡地区「騎群城」

③久住地区「山野城」 ①竹田地区「岡城」

④直入地区「法螺貝城」

↑各地域ののろしを見守った岡城西の丸本陣

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
、
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
る
準

備
が
整
い
ま
し
た
。

狼
煙
が
あ
が
っ
た
！

市
内
７
か
所
の
山
城
が
一
致
団
結

　「
第
23
回
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト

in
竹
田
」
の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
９
月
22
日
、
市
内
７
か
所

の
山
城
を
の
ろ
し
（
狼
煙
）
で
繋

ぐ
「
竹
田
山
城
の
ろ
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前

10
時
を
過
ぎ
た
頃
、
直
入
地
区
の

「
法
螺
貝
城
」
を
皮
切
り
に
、
各

地
域
の
山
城
付
近
か
ら
市
民
団
体

の
関
係
者
に
よ
っ
て
の
ろ
し
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
岡
城
西
の
丸
跡
で

は
、
豊
岡
地
区
の
「
騎
群
城
」
の

の
ろ
し
を
肉
眼
で
確
認
で
き
た
こ

と
を
合
図
に
、
紅
葉
の
古
木
を
井

桁
方
式
で
組
ん
だ
「
狼
煙
櫓
」
の

中
の
枯
れ
枝
や
杉
の
生
葉
等
に
火

を
放
ち
ま
し
た
。

　
城
主
代
理
に
扮
し
た
野
田
副
市

長
ら
は
、
天
高
く
の
ぼ
る
煙
の
行

方
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　10月１日、全国山城サミットを前
に「国指定史跡　岡城跡」で九州電
力グループ職員や市民のみなさんほ
か約300人が参加し、石垣の雑草や雑
木を取り除くボランティア作業を行
いました。

　秋の行楽シー
ズンに向けて、お
かげをもちまして
全国から多くのお
客様をきれいな石
垣で迎えることが
できます。
　ご協力ありがと
うございました。

市民300人
みんなの手で！
　　　　　　  岡城跡石垣一斉清掃

③

④

⑤

⑥

①

②

⑦

のろしプロジェクトに
参加した地域の
みなさん

⑦宮砥地区
    「緩木城」

⑥入田地区
「津賀牟礼城」

世界に届け、日本の魅力！
DRUM TAO in 岡城

「震災復興」「東京オリンピック」に向けて 

今こそ心をひとつに！

　10月22日、全国山城サミットの前夜祭として、国指定史跡 岡城跡の本丸跡にて「DRUM TAOプレミアムライブ」
を開催しました。雨も吹き飛ばす、白熱した演奏が城内に響き渡りました。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
内
閣
官
房
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
本

部
事
務
局
の
委
託
に
よ
り
、
平
成
28
年

度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

基
本
方
針
推
進
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
竹
田
市
が
誇
る
歴
史
的
・
文
化
的
資

源
で
あ
る
岡
城
跡
を
、
世
界
を
魅
了
す

る
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
　
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
演
出
に
よ

り
、
国
内
外
に
向
け
て
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
や
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
を
招
待
し
、
多
国

籍
・
多
文
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら

に
は
、
身
障
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
会

場
設
営
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
検
証
を
深
め
、
２
０
２

０
年
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
と
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
竹
田
大
会

で
は
、
市
民
発
表
企
画
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
都
野
中
学
校
の
１
年
生
た
ち
は

地
元
・
黒
岳
の
麓
に
築
か
れ
た
「
山

野
城
（
や
ま
ん
じ
ょ
う
）」
に
つ
い

て
、
地
域
の
方
の
聞
き
取
り
や
現
地

へ
の
取
材
を
ま
と
め
た
研
究
内
容
を

「
演
劇
」
を
交
え
な
が
ら
堂
々
と
発

表
。
生
徒
の
代
表
者
は
「
都
野
の
歴

史
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
守
り
た

い
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
研
究
発
表
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
竹
田
中
学
校
の
２
年
生
代
表
５

人
は
岡
城
の
西
側
約
３
・
５
㎞
に
位

置
す
る
標
高
約
３
８
０
ｍ
の
独
立
丘

陵
上
に
立
地
す
る
「
騎
群
城
（
き
む

れ
じ
ょ
う
）」
に
つ
い
て
、
現
地
調

査
等
の
成
果
を
ま
と
め
、
生
徒
の
代

表
者
は
「
現
在
も
清
掃
活
動
や
公

園
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
豊
岡
地
区
の

人
々
に
と
っ
て
、
大
切
に
愛
さ
れ
て

き
た
場
所
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　「
岡
城
武
者
揃
え
」
の
み
な
さ
ん

は
日
頃
か
ら
「
岡
城
お
も
て
な
し
武

者
隊
」
と
し
て
、
登
城
さ
れ
る
お
客

様
に
対
し
て
ガ
イ
ド
や
写
真
撮
影

に
応
じ
る
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
活

動
報
告
と
、
岡
城
の
歴
史
を
ま
と
め

た
Ｐ
Ｖ（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
）

を
制
作
し
上
映
し
ま
し
た
。

岡
城
・
山
城
に
か
け
る
市
民
の
思
い

伝
え
た
い 「
地
域
の
歴
史
」

の
ろ
し
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史
跡
岡
城
跡
二
の
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便
益
施
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の
月
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城
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と
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月
12
日
、
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指
定
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跡
「
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の
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の
丸
便
益
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の
落
成
式

が
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く
の
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が
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る
中
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
施
設
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、「
岡
城
跡
」
の
見

学
者
の
た
め
に
、
か
つ
て
風
呂
屋
敷

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
二
の
丸
跡
に
、

岡
城
本
丸
跡
へ
の
移
動
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に 

緩
や
か
な
通
路
（
手

す
り
付
き
の
階
段
）
と
、
休
憩
室
・

ト
イ
レ
設
備
を
併
せ
持
つ
「
便
益
施

設
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
広
大
な
城
内
に
便
益

施
設
が
１
か
所
し
か
な
い
」
と
い
う

不
便
さ
や
、
高
齢
の
訪
問
者
か
ら
は

「
本
丸
跡
へ
と
続
く
石
段
の
段
差
が

大
き
く
、
傾
斜
も
急
な
た
め
移
動
に

困
難
を
生
じ
て
い
る
」
と
い
う
声
も

↑完成した「史跡岡城跡二の丸便益施設」

↑「騎群城」の研
究発表をする竹
田中の生徒たち

甲冑姿に扮し、岡
城で観光ガイドをす
る等の活動を発表
する「岡城武者揃
え」のみなさん→

↑「山野城」の研究発表をする都野中の生
徒たち

情感を呼び覚ます、篠笛の音色
（竹田 ～「荒城の月」太鼓組曲～）太

鼓
櫓
の
前
で
歓
迎
の
パ

フ
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ー
マ
ン
ス 

←

→
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
藤
高
社
長
か

ら
首
藤
市
長
に「
熊
本
地

震
」の
義
援
金
を
贈
呈

↑抽選で招待された約1000人の観客（県内外、
遠くはイギリスやシンガポール、台湾等）が
雨の降りしきる本丸跡に集結しました↑高齢者や身障者の方は登城

バスで移送

↑緩やかな階段をのぼると…

↑本丸跡に到着します!

↑作業をする市民のみなさん

②荻地区「下原城」「駄原城」

⑤豊岡地区「騎群城」
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④直入地区「法螺貝城」

↑各地域ののろしを見守った岡城西の丸本陣

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
、
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
る
準

備
が
整
い
ま
し
た
。

狼
煙
が
あ
が
っ
た
！

市
内
７
か
所
の
山
城
が
一
致
団
結

　「
第
23
回
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト

in
竹
田
」
の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
９
月
22
日
、
市
内
７
か
所

の
山
城
を
の
ろ
し
（
狼
煙
）
で
繋

ぐ
「
竹
田
山
城
の
ろ
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前

10
時
を
過
ぎ
た
頃
、
直
入
地
区
の

「
法
螺
貝
城
」
を
皮
切
り
に
、
各

地
域
の
山
城
付
近
か
ら
市
民
団
体

の
関
係
者
に
よ
っ
て
の
ろ
し
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
岡
城
西
の
丸
跡
で

は
、
豊
岡
地
区
の
「
騎
群
城
」
の

の
ろ
し
を
肉
眼
で
確
認
で
き
た
こ

と
を
合
図
に
、
紅
葉
の
古
木
を
井

桁
方
式
で
組
ん
だ
「
狼
煙
櫓
」
の

中
の
枯
れ
枝
や
杉
の
生
葉
等
に
火

を
放
ち
ま
し
た
。

　
城
主
代
理
に
扮
し
た
野
田
副
市

長
ら
は
、
天
高
く
の
ぼ
る
煙
の
行

方
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　10月１日、全国山城サミットを前
に「国指定史跡　岡城跡」で九州電
力グループ職員や市民のみなさんほ
か約300人が参加し、石垣の雑草や雑
木を取り除くボランティア作業を行
いました。

　秋の行楽シー
ズンに向けて、お
かげをもちまして
全国から多くのお
客様をきれいな石
垣で迎えることが
できます。
　ご協力ありがと
うございました。

市民300人
みんなの手で！
　　　　　　  岡城跡石垣一斉清掃

③

④

⑤

⑥

①

②

⑦

のろしプロジェクトに
参加した地域の
みなさん

⑦宮砥地区
    「緩木城」

⑥入田地区
「津賀牟礼城」

世界に届け、日本の魅力！
DRUM TAO in 岡城

「震災復興」「東京オリンピック」に向けて 

今こそ心をひとつに！

　10月22日、全国山城サミットの前夜祭として、国指定史跡 岡城跡の本丸跡にて「DRUM TAOプレミアムライブ」
を開催しました。雨も吹き飛ばす、白熱した演奏が城内に響き渡りました。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
内
閣
官
房
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
本

部
事
務
局
の
委
託
に
よ
り
、
平
成
28
年

度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

基
本
方
針
推
進
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
竹
田
市
が
誇
る
歴
史
的
・
文
化
的
資

源
で
あ
る
岡
城
跡
を
、
世
界
を
魅
了
す

る
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
　
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
演
出
に
よ

り
、
国
内
外
に
向
け
て
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
や
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
を
招
待
し
、
多
国

籍
・
多
文
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら

に
は
、
身
障
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
会

場
設
営
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
検
証
を
深
め
、
２
０
２

０
年
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
と
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
竹
田
大
会

で
は
、
市
民
発
表
企
画
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
都
野
中
学
校
の
１
年
生
た
ち
は

地
元
・
黒
岳
の
麓
に
築
か
れ
た
「
山

野
城
（
や
ま
ん
じ
ょ
う
）」
に
つ
い

て
、
地
域
の
方
の
聞
き
取
り
や
現
地

へ
の
取
材
を
ま
と
め
た
研
究
内
容
を

「
演
劇
」
を
交
え
な
が
ら
堂
々
と
発

表
。
生
徒
の
代
表
者
は
「
都
野
の
歴

史
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
守
り
た

い
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
研
究
発
表
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
竹
田
中
学
校
の
２
年
生
代
表
５

人
は
岡
城
の
西
側
約
３
・
５
㎞
に
位

置
す
る
標
高
約
３
８
０
ｍ
の
独
立
丘

陵
上
に
立
地
す
る
「
騎
群
城
（
き
む

れ
じ
ょ
う
）」
に
つ
い
て
、
現
地
調

査
等
の
成
果
を
ま
と
め
、
生
徒
の
代

表
者
は
「
現
在
も
清
掃
活
動
や
公

園
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
豊
岡
地
区
の

人
々
に
と
っ
て
、
大
切
に
愛
さ
れ
て

き
た
場
所
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　「
岡
城
武
者
揃
え
」
の
み
な
さ
ん

は
日
頃
か
ら
「
岡
城
お
も
て
な
し
武

者
隊
」
と
し
て
、
登
城
さ
れ
る
お
客

様
に
対
し
て
ガ
イ
ド
や
写
真
撮
影

に
応
じ
る
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
活

動
報
告
と
、
岡
城
の
歴
史
を
ま
と
め

た
Ｐ
Ｖ（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
）

を
制
作
し
上
映
し
ま
し
た
。

岡
城
・
山
城
に
か
け
る
市
民
の
思
い

伝
え
た
い 「
地
域
の
歴
史
」

の
ろ
し

2016年11月発行5



教　育

 

「
心
身
と
も
に
健
康
な
人
材
の
育
成
」
に
努
め
て

 

竹
田
南
高
校
が
創
立
１
０
０
周
年

　
10
月
８
日
、
学
校
法
人 

稲
葉
学
園

竹
田
南
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記

念
式
典
が
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
学
校
の
創
設
は
、
合
澤
信
彦
先
生
が

女
子
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
、
有
志
の

協
力
を
得
て
、
大
正
５
（
１
９
１
６
）

年
に
「
私
立
竹
田
女
学
校
」
を
創
立
。

昭
和
19
年
に
戦
争
の
た
め
、
一
時
廃
校

と
な
る
も
の
の
、
終
戦
後
に
再
び
開

校
。
昭
和
38
年
に
竹
田
高
等
女
学
校
が

認
可
。
昭
和
45
年
に
は
男
女
共
学
制
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
57

年
か
ら
不
登
校
の
生
徒
の
受
け
入
れ
を

始
め
ま
し
た
。

　
部
活
動
で
は
演
劇
部
や
新
聞
部
が
全

国
の
舞
台
で
活
躍
す
る
と
も
に「
学
校
」

は
大
き
く
成
長
。
平
成
28（
２
０
１
６
）

年
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
７
つ
の
習
慣

Ｊ
」
を
授
業
の
一
環
と
し
て
県
下
で
初

め
て
導
入
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
式
典
は
、
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
児
に
よ

る
「
ち
び
っ
こ
太
鼓
」
の
勇
壮
な
演
奏

で
幕
を
開
け
、
平
野
孝
光
理
事
長
が
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

新
し
い
校
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
若
い
心
で
奇
跡
を
起
こ
そ
う
」「
若

い
命
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
続
く
」
と
い
う
歌

詞
の
よ
う
に
、
竹
田
南
高
校
の
新
し
い

歴
史
が
こ
れ
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

↑新しい校歌を歌う竹田南高校のみなさん

↑学園功労者の合澤正郎氏（創立者ご親
族）や永年勤続者表彰（30年以上勤続
の学園職員）に対して感謝状を贈呈

↑中島遼人生徒会長が「新しい
歴史を創る」と未来宣言

第１位に輝いた西谷亮良
さん（坂出高校３年）

　10月９日、竹田市退職校長会（早川和会長）が結
成50周年を迎え、記念式典が市内拝田原のホテル岩
城屋で開催されました。早川和会長は「地域づくり
に貢献できるよう努め、会員の心豊かで充実した生
活の実現のために頑張っていきます」と式辞を述べ
ました。
　なお、事務局では記念品として、市内小中学校の
校歌の伴奏をCD２枚組に収めた「竹田市校歌集」を
制作。すでに廃校になっている校歌も復元してお
り、関係者が聞けば、懐かしい伴奏とともに思い出
が甦ってくること
でしょう。事務局
では、市内の学校
や図書館等に寄贈
を予定しています。

輝いて50年  これからも地域に恩返し
竹田市退職校長会結成50周年記念式典

動
物
を
愛
す
る「
心
」を
学
ん
で

　
動
物
愛
護
週
間
（
９
月
20
日
〜
26

日
）
の
一
環
と
し
て
、
９
月
26
日
、

大
分
県
獣
医
師
会
竹
田
支
部
（
菅
公

志
支
部
長
）
は
子
ど
も
た
ち
に
動
物

に
関
す
る
本
や
命
を
大
切
に
す
る

本
を
読
ん
で
も
ら
お
う
と
、
竹
田
市

教
育
委
員
会
に
図
書
購
入
金
３
万

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
竹
田
中
学
校
３
年
の
熊
谷
萌
さ

ん
（
15
歳
）
が
「
高
円
宮
杯
第
68
回

全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
」

に
出
場
し
、
見
事
２
位
（
県
議
会
議

長
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
。

　
１
人
５
分
の
持
ち
時
間
で
、
日

常
生
活
や
時
事
問
題
等
か
ら
感
じ

た
思
い
を
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
。
熊

谷
さ
ん
の
作
品
名
は
「FIN

D
IN
G 

H
APPIN

ESS

」。

　
こ
の
夏
、
竹
田
市
の
国
際
交
流
事

業
「
韓
国
体
験
学
習
」
に
参
加
し
、

初
め
て
訪
れ
た
韓
国
で
、
北
朝
鮮
が

韓
国
に
侵
攻
す
る
目
的
で
掘
ら
れ

た
ト
ン
ネ
ル
等
を
見
学
し
た
時
に

「
戦
争
で
苦
し
ん
で
い
る
人
は
ま
だ

多
く
、
改
め
て
平
和
な
日
本
に
住
ん

で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
い
う

思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
11
月
24
日
、
25
日
に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
る
中
央
大
会
に

出
場
し
ま
す
。「
戦
争
の
な
い
日
本

の
良
さ
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
」
と
語
る
熊
谷
さ
ん
。

大
舞
台
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

熊谷 萌さん（竹田中３年）が快挙！

「全日本中学校英語弁論
大会」に出場 貴重な音源となる　

「竹田市校歌集」 →

【写真】①荒城の月全員合唱でフィナーレ　②第２位の石井さん　③出場者記念写真 
④婦人会の手作り料理　⑤地元出場の原山悠さん（竹田高２年）　⑥審査員の佐々木
典子さんのコンサート　⑦音楽姉妹都市50周年記念「仙台オペラ協会」公演　⑧講評
を述べる伊原審査委員長　⑨昨年１位・塩谷さんの留学報告演奏会　⑩廉太郎記念
館で記念式典。メンデルスゾーン基金のユルゲン・エアンスト事務総長（写真右）

音楽の力を未来へ70年の歴史積み重ねられた
第70回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

全国から訪れた33名の出場者による熱唱が今年も『感動』を与えてくれました。

　
10
月
16
日
、
本
選
の
歌
唱
を
終

了
後
、
昨
年
優
勝
者
・
準
優
勝
者
の

ウ
ィ
ー
ン
留
学
報
告
演
奏
会
と
音

楽
姉
妹
都
市
50
周
年
記
念
「
仙
台

オ
ペ
ラ
協
会
」
公
演
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
本
選
出
場
者
10
名
が
見

守
る
中
、
い
よ
い
よ
表
彰
式
へ
と
続

き
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
西
谷
亮
良
さ
ん

（
香
川
県
立
坂
出
高
等
学
校
３
年
・

17
歳
）
が
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

西
谷
さ
ん
に
は
文
部
科
学
大
臣
賞

や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
賞
を
は
じ
め
、
後

援
団
体
各
賞
、
瀧
廉
太
郎
賞
と
し

て
ウ
ィ
ー
ン
留
学
助
成
金
60
万
円

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
に
声
楽
を
始
め
た
の
は

高
校
１
年
の
時
。
昨
年
準
優
勝
の
中

井
香
江
さ
ん
と
同
じ
坂
出
高
校
か

ら
「
先
輩
に
続
け
」
と
ば
か
り
猛
練

習
を
重
ね
、
念
願
の
本
コ
ン
ク
ー
ル

に
今
年
初
出
場
。
混
戦
と
呼
ば
れ

た
「
70
回
記
念
大
会
」
を
見
事
制
し

ま
し
た
。

　「
優
勝
の
実
感
は
ま
だ
わ
き
ま
せ

ん
が
、
自
分
な
り
に
力
を
出
し
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の

ウ
ィ
ー
ン
留
学
で
は
、
言
語
等
を

し
っ
か
り
学
ん
で
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
将
来
の
夢
は
、
音
楽
に
携
わ
れ

る
仕
事
に
就
き
た
い
！
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
歌
っ
て
い
た
い
で
す
」

  第70回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール結果
第１位　香川県立坂出高等学校３年（香川県） 西谷　亮良
第２位　神奈川県立弥栄高等学校３年（神奈川県） 石井　千賀
第３位　埼玉県立大宮光陵高等学校３年（埼玉県） 桑原キャサリン
優秀賞　北海道札幌旭丘高等学校３年（北海道） 石山　夢乃
優秀賞　広島音楽高等学校３年（広島県） 岩原　綾子
優秀賞　福岡県立門司学園高等学校３年（福岡県） 浜田　侑里
優良賞　青雲高等学校２年（長崎県） 森　　雄飛
優良賞　兵庫県立西宮高等学校３年（兵庫県） 川添　由結
優良賞　京都市立京都堀川音楽高等学校３年（京都府） 上田　楽々
優良賞　奈良県立桜井高等学校３年（奈良県） 𠮷中　萌華

※優秀賞、優良賞は本選歌唱順（敬称略）

　
優
勝
し
た
西
谷
さ
ん
ほ
か
入
賞

者
９
名
の
世
界
に
羽
ば
た
く
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
感
動
の
幕
を
閉
じ
た
記
念
大
会
。

伊
原
直
子
審
査
委
員
長
は
「
市
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
に
よ

る
高
校
生
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
竹

田
の
他
に
は
な
い
。
ま
た
、
審
査
員

や
出
場
者
に
と
っ
て
は
、
ま
た
帰
っ

て
き
た
く
な
る
心
の
故
郷
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
今
後
も
瀧
廉
太
郎
の
顕

彰
活
動
を
推
進
し
、
文
化
芸
術
の
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

⑥

⑧

⑩

④

⑤

⑦

⑨

①②

③

フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

ハ
ピ
ネ
ス

くまがい  もえ

広報たけた  平成28年11月号 6



教　育

 
「
心
身
と
も
に
健
康
な
人
材
の
育
成
」
に
努
め
て

 
竹
田
南
高
校
が
創
立
１
０
０
周
年

　
10
月
８
日
、
学
校
法
人 

稲
葉
学
園

竹
田
南
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記

念
式
典
が
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
学
校
の
創
設
は
、
合
澤
信
彦
先
生
が

女
子
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
、
有
志
の

協
力
を
得
て
、
大
正
５
（
１
９
１
６
）

年
に
「
私
立
竹
田
女
学
校
」
を
創
立
。

昭
和
19
年
に
戦
争
の
た
め
、
一
時
廃
校

と
な
る
も
の
の
、
終
戦
後
に
再
び
開

校
。
昭
和
38
年
に
竹
田
高
等
女
学
校
が

認
可
。
昭
和
45
年
に
は
男
女
共
学
制
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
57

年
か
ら
不
登
校
の
生
徒
の
受
け
入
れ
を

始
め
ま
し
た
。

　
部
活
動
で
は
演
劇
部
や
新
聞
部
が
全

国
の
舞
台
で
活
躍
す
る
と
も
に「
学
校
」

は
大
き
く
成
長
。
平
成
28（
２
０
１
６
）

年
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
７
つ
の
習
慣

Ｊ
」
を
授
業
の
一
環
と
し
て
県
下
で
初

め
て
導
入
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
式
典
は
、
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
児
に
よ

る
「
ち
び
っ
こ
太
鼓
」
の
勇
壮
な
演
奏

で
幕
を
開
け
、
平
野
孝
光
理
事
長
が
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

新
し
い
校
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
若
い
心
で
奇
跡
を
起
こ
そ
う
」「
若

い
命
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
続
く
」
と
い
う
歌

詞
の
よ
う
に
、
竹
田
南
高
校
の
新
し
い

歴
史
が
こ
れ
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

↑新しい校歌を歌う竹田南高校のみなさん

↑学園功労者の合澤正郎氏（創立者ご親
族）や永年勤続者表彰（30年以上勤続
の学園職員）に対して感謝状を贈呈

↑中島遼人生徒会長が「新しい
歴史を創る」と未来宣言

第１位に輝いた西谷亮良
さん（坂出高校３年）

　10月９日、竹田市退職校長会（早川和会長）が結
成50周年を迎え、記念式典が市内拝田原のホテル岩
城屋で開催されました。早川和会長は「地域づくり
に貢献できるよう努め、会員の心豊かで充実した生
活の実現のために頑張っていきます」と式辞を述べ
ました。
　なお、事務局では記念品として、市内小中学校の
校歌の伴奏をCD２枚組に収めた「竹田市校歌集」を
制作。すでに廃校になっている校歌も復元してお
り、関係者が聞けば、懐かしい伴奏とともに思い出
が甦ってくること
でしょう。事務局
では、市内の学校
や図書館等に寄贈
を予定しています。

輝いて50年  これからも地域に恩返し
竹田市退職校長会結成50周年記念式典

動
物
を
愛
す
る「
心
」を
学
ん
で

　
動
物
愛
護
週
間
（
９
月
20
日
〜
26

日
）
の
一
環
と
し
て
、
９
月
26
日
、

大
分
県
獣
医
師
会
竹
田
支
部
（
菅
公

志
支
部
長
）
は
子
ど
も
た
ち
に
動
物

に
関
す
る
本
や
命
を
大
切
に
す
る

本
を
読
ん
で
も
ら
お
う
と
、
竹
田
市

教
育
委
員
会
に
図
書
購
入
金
３
万

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
竹
田
中
学
校
３
年
の
熊
谷
萌
さ

ん
（
15
歳
）
が
「
高
円
宮
杯
第
68
回

全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
」

に
出
場
し
、
見
事
２
位
（
県
議
会
議

長
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
。

　
１
人
５
分
の
持
ち
時
間
で
、
日

常
生
活
や
時
事
問
題
等
か
ら
感
じ

た
思
い
を
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
。
熊

谷
さ
ん
の
作
品
名
は
「FIN

D
IN
G 

H
APPIN

ESS

」。

　
こ
の
夏
、
竹
田
市
の
国
際
交
流
事

業
「
韓
国
体
験
学
習
」
に
参
加
し
、

初
め
て
訪
れ
た
韓
国
で
、
北
朝
鮮
が

韓
国
に
侵
攻
す
る
目
的
で
掘
ら
れ

た
ト
ン
ネ
ル
等
を
見
学
し
た
時
に

「
戦
争
で
苦
し
ん
で
い
る
人
は
ま
だ

多
く
、
改
め
て
平
和
な
日
本
に
住
ん

で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
い
う

思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
11
月
24
日
、
25
日
に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
る
中
央
大
会
に

出
場
し
ま
す
。「
戦
争
の
な
い
日
本

の
良
さ
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
」
と
語
る
熊
谷
さ
ん
。

大
舞
台
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

熊谷 萌さん（竹田中３年）が快挙！

「全日本中学校英語弁論
大会」に出場 貴重な音源となる　

「竹田市校歌集」 →

【写真】①荒城の月全員合唱でフィナーレ　②第２位の石井さん　③出場者記念写真 
④婦人会の手作り料理　⑤地元出場の原山悠さん（竹田高２年）　⑥審査員の佐々木
典子さんのコンサート　⑦音楽姉妹都市50周年記念「仙台オペラ協会」公演　⑧講評
を述べる伊原審査委員長　⑨昨年１位・塩谷さんの留学報告演奏会　⑩廉太郎記念
館で記念式典。メンデルスゾーン基金のユルゲン・エアンスト事務総長（写真右）

音楽の力を未来へ70年の歴史積み重ねられた
第70回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

全国から訪れた33名の出場者による熱唱が今年も『感動』を与えてくれました。

　
10
月
16
日
、
本
選
の
歌
唱
を
終

了
後
、
昨
年
優
勝
者
・
準
優
勝
者
の

ウ
ィ
ー
ン
留
学
報
告
演
奏
会
と
音

楽
姉
妹
都
市
50
周
年
記
念
「
仙
台

オ
ペ
ラ
協
会
」
公
演
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
本
選
出
場
者
10
名
が
見

守
る
中
、
い
よ
い
よ
表
彰
式
へ
と
続

き
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
西
谷
亮
良
さ
ん

（
香
川
県
立
坂
出
高
等
学
校
３
年
・

17
歳
）
が
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

西
谷
さ
ん
に
は
文
部
科
学
大
臣
賞

や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
賞
を
は
じ
め
、
後

援
団
体
各
賞
、
瀧
廉
太
郎
賞
と
し

て
ウ
ィ
ー
ン
留
学
助
成
金
60
万
円

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
に
声
楽
を
始
め
た
の
は

高
校
１
年
の
時
。
昨
年
準
優
勝
の
中

井
香
江
さ
ん
と
同
じ
坂
出
高
校
か

ら
「
先
輩
に
続
け
」
と
ば
か
り
猛
練

習
を
重
ね
、
念
願
の
本
コ
ン
ク
ー
ル

に
今
年
初
出
場
。
混
戦
と
呼
ば
れ

た
「
70
回
記
念
大
会
」
を
見
事
制
し

ま
し
た
。

　「
優
勝
の
実
感
は
ま
だ
わ
き
ま
せ

ん
が
、
自
分
な
り
に
力
を
出
し
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の

ウ
ィ
ー
ン
留
学
で
は
、
言
語
等
を

し
っ
か
り
学
ん
で
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
将
来
の
夢
は
、
音
楽
に
携
わ
れ

る
仕
事
に
就
き
た
い
！
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
歌
っ
て
い
た
い
で
す
」

  第70回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール結果
第１位　香川県立坂出高等学校３年（香川県） 西谷　亮良
第２位　神奈川県立弥栄高等学校３年（神奈川県） 石井　千賀
第３位　埼玉県立大宮光陵高等学校３年（埼玉県） 桑原キャサリン
優秀賞　北海道札幌旭丘高等学校３年（北海道） 石山　夢乃
優秀賞　広島音楽高等学校３年（広島県） 岩原　綾子
優秀賞　福岡県立門司学園高等学校３年（福岡県） 浜田　侑里
優良賞　青雲高等学校２年（長崎県） 森　　雄飛
優良賞　兵庫県立西宮高等学校３年（兵庫県） 川添　由結
優良賞　京都市立京都堀川音楽高等学校３年（京都府） 上田　楽々
優良賞　奈良県立桜井高等学校３年（奈良県） 𠮷中　萌華

※優秀賞、優良賞は本選歌唱順（敬称略）

　
優
勝
し
た
西
谷
さ
ん
ほ
か
入
賞

者
９
名
の
世
界
に
羽
ば
た
く
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
感
動
の
幕
を
閉
じ
た
記
念
大
会
。

伊
原
直
子
審
査
委
員
長
は
「
市
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
に
よ

る
高
校
生
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
竹

田
の
他
に
は
な
い
。
ま
た
、
審
査
員

や
出
場
者
に
と
っ
て
は
、
ま
た
帰
っ

て
き
た
く
な
る
心
の
故
郷
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
今
後
も
瀧
廉
太
郎
の
顕

彰
活
動
を
推
進
し
、
文
化
芸
術
の
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

⑥

⑧

⑩

④

⑤
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

相馬千恵子さんが

「生涯スポーツ功労者」受賞

待望の「新玉洗橋」
が完成！

　
10
月
７
日
、
相
馬
千
恵
子
さ
ん

は
、
長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
普

及
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
松
野
博
一
文
部
科
学
大

臣
よ
り
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
」

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
大
分
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
女
性
委
員
長
を
務
め
る
相
馬

さ
ん
は
、
竹
田
市
の
体
育
指
導

員
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
し
て
通

算
20
年
に
わ
た
り
、「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
」
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
と
し
て
は
、
地
元
の
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
主
将
を

務
め
、
九
州
・
全
国
大
会
で
数
々

の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た

指
導
者
と
し
て
も
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
教
室
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

↑爽やかな汗、会場いっぱいに広がる笑顔

↑首藤市長に報告するコミセン部会 竹田市交通安全市民大会開催

「あきらめない心」を学ぶ

第
27
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

竹
田
市
選
手
団
が
活
躍

　
９
月
25
日
、
大
分
市
の
大
洲
運

動
公
園
周
辺
で
「
第
27
回
豊
の
国
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

　
10
月
12
日
、
大
分
県
地
域
福
祉
推
進

大
会
が
別
府
市
・
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
、
竹
田
市
の
24
人
、
４
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
大
分
県
知
事
表
彰
】
民
生
委
員
・
児

童
委
員
　
藤
村
憲
雄
（
竹
田
）
／
身
体

障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
　
佐
藤

一
夫
（
荻
）、
加
藤
孝
介
（
玉
来
）

【
大
分
県
知
事
賞
】
明
る
い
高
年
賞
　

大
神
八
千
代
（
都
野
）、
相
馬
俊
一
（
宮

砥
）
／
優
秀
老
人
ク
ラ
ブ
賞

　荻
支
部

第
５
老
人
ク
ラ
ブ
／
老
人
ク
ラ
ブ
指
導

者
功
労
賞
　
安
井
啓
介
（
久
住
）

【
大
分
県
知
事
賞
感
謝
状
】
民
生
委

員
・
児
童
委
員
　
秦
今
朝
富（
竹
田
）、

島
田
克
子
（
竹
田
）、
阿
南
順
子
（
玉

来
）、
添
田
紀
夫
（
菅
生
）、
渡
邊
郁
子

（
入
田
）、
甲
斐
基
史
（
宮
城
）、
三
好

隨
義
（
荻
）、
佐
藤
弘
美
（
荻
）、
衛
藤

賢
美（
都
野
）、
村
田
き
よ
子（
都
野
）、

大
塚
信
一
（
直
入
）、
大
久
保
良
子
（
直

入
）、
安
東
章
子
（
直
入
）

【
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
】
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労

　河
室

ひ
ろ
子
（
宮
城
）、
倉
橋
律
子
（
久
住
）

【
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

状
】
善
意
銀
行
寄
付
者
・
団
体
　
公
益

財
団
法
人
　
老
人
は
げ
み
の
里
見
会

（
竹
田
）

【
大
分
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表

彰
】
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
　
足
立
孝
夫

（
直
入
）、
荒
巻
文
昭
（
白
丹
）、
河
野

和
枝
（
宮
砥
）

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
】　
久
住
高
砂
会

（
久
住
）、
倉
木
再
生
老
人
ク
ラ
ブ（
宮
砥
）

市
民
の
熱
意
を
活
か
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
部
会
が
報
告

　
10
月
11
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
部
会
の
基
本
方
針
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

創
出
と
誘
客
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
13
回
の
部
会
を
開
催
し
、

基
本
方
針
を
ま
と
め
、
首
藤
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。
部
会
の
基
本
方
針

（
案
）
は
次
の
と
お
り
。

①
市
民
が
文
化
活
動
や
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
憩
い
の

場
と
し
て
自
由
に
使
え
る
場
で

あ
る
こ
と

②
前
記
の
目
的
の
た
め
の
広
場
と

広
間
と
空
間
（
ピ
ロ
テ
ィ
）
を
有

す
る
施
設
で
あ
る
こ
と

③
誰
も
が
利
用
可
能
な
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

※

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
と
は
年
齢
や

身
体
能
力
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
に
適

合
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
。

④
市
民
と
観
光
客
が
そ
れ
ぞ
れ
交

流
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と

　
現
在
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

他
の
公
共
施
設
と
の
機
能
分
担
を

図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
活
用
、
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
民
が
主
体

的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
瑞
宝
単
光
章
〔
消
防
功
労
〕

後
藤

　卓
見
さ
ん
（
70
歳
・
柚
木
）

　
36
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
業

務
に
精
励
し
自
治
消
防
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
元
竹
田
市
消
防
司
令
長

「
命
が
け
の
現
場
の
た
め
、
家
族
に
い

つ
も
心
配
を
か
け
ま
し
た
。
無
事
に
職

務
を
全
う
で
き
た
の
も
先
輩
や
同
僚
、

消
防
団
の
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
支

え
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
受
章
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」

真
田

　照
幸
さ
ん
（
68
歳
・
中
尾
）

　
42
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
業

務
に
精
励
し
自
治
消
防
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
元
竹
田
市
消
防
司
令
長

「
消
防
団
や
同
僚
、
地
域
の
み
な
さ

ん
、
そ
し
て
家
族
の
お
陰
で
す
。
今
後

は
消
防
活
動
等
、
微
力
な
が
ら
地
域
に

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
競

　技
】

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会〔
Ｂ
パ
ー
ト
〕

第
３
位
・
後
藤
孝
治
、
後
藤
慶
子
、

河
野
福
實
、
菅
サ
ヱ
子
、
田
部
正
明

・
ペ
タ
ン
ク

　第
３
位
・
石
井
博
、

堀
敏
英
、
岩
下
弘
子

・
三
世
代
交
流
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

〔
一
般
男
子
40
歳
代
〕
優
勝
・
佐

田
修
一

　〔
一
般
男
子
40
歳
代
〕
優
勝
・
甲

斐
正
寿

　10月11日、第８回川端康成記念講演会が竹田
高校体育館で行われました。今年の講師は、大
分県観光大使の矢野大和さん（県南落語組合会
長）。前半、時事の話題を織り交ぜながら独特な
語り口による講演に、会場は笑いの渦に包まれ
ました。
　後半は「日本人の底力」をテーマに、日本人
は「少しの犠牲を払ってでも誰かの喜ぶ顔が見
たい」、「お天道様に見られているので、悪い行
いをしない」等の例を挙げ、生徒たちに「日本
人の持つ底力を誇りにして人生を歩んでほしい」
というメッセージを判り易く伝えました。

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
九
州
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
女
性
委
員
・
大
分
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
女
性
委
員
長
を
務

め
、
女
性
競
技
役
員
の
育
成
に
も

尽
力
し
、
女
性
が
ス
ポ
ー
ツ
と
関

わ
る
機
会
の
増
大
に
、
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
相
馬
さ
ん
は「
と
て
も
光
栄
で
す
。

周
囲
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
好

き
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

若
い
人
に
ス
ポ
ー
ツ
の〝
勝
つ
喜
び
〞

を
伝
え
た
い
で
す
。
今
後
も
指
導
者

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
振
興
に
努

め
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑３位に入賞したゲートボールチーム

↑真田照幸さん ↑後藤卓見さん

　
９
月
28
日
、「
第
12
回
竹
田
市
交

通
安
全
市
民
大
会
」
が
久
住
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
対
す
る

交
通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰
及
び

伝
達
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

不
幸
な
交
通
事
故
を
な
く
す
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
10
月
７
日
、
竹
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
研
修
会
が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
走
り
幅
跳
び
競
技
に
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
中
西
麻
耶

選
手
（
由
布
市
出
身
）
を
講
師
に
迎

え
、「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
ミ
ニ
バ
レ
ー

「
ガ
ン
バ
七
里
」が
連
覇
達
成

矢
野
大
和
先
生
が
講
演

「
日
本
人
の
底
力
」

第
８
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

　
10
月
２
日
、
第
26
回
自
治
会
対

抗
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
久
住

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
６

チ
ー
ム
が
参
加
。
参
加
者
は
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
世
代
間
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
・
ガ
ン
バ
七
里
、
２
位
・
大
津

留
上
、
３
位
・
白
水
倶
楽
部

　
大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所
は
、

昨
年
度
よ
り
矢
倉
川
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
市
道
矢
倉
線
「
玉
洗
橋

（
た
ま
あ
ら
い
は
し
）」
の
改
修
工

事
を
こ
の
度
無
事
終
え
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
、
新
し
く
な
っ
た
橋
は

「
新
玉
洗
橋
（
し
ん
た
ま
あ
ら
い
は

し
）」
と
名
付
け
ら
れ
、
近
く
の
南

部
小
学
校
５
、
６
年
生
児
童
を
招
い

て
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
関
係
者
と

児
童
全
員
で
渡
り
初
め
を
行
い
、
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共

土
木
施
設
「
新
玉
洗
橋
」
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

南部小児童が渡り初め
これで
安心！

や　の　たい　わ

さ
な  

だ
　
　 

て
る
ゆ
き

ご  

と
う
　
　
た
く 

み
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相馬千恵子さんが

「生涯スポーツ功労者」受賞

待望の「新玉洗橋」
が完成！

　
10
月
７
日
、
相
馬
千
恵
子
さ
ん

は
、
長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
普

及
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
松
野
博
一
文
部
科
学
大

臣
よ
り
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
」

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
大
分
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
女
性
委
員
長
を
務
め
る
相
馬

さ
ん
は
、
竹
田
市
の
体
育
指
導

員
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
し
て
通

算
20
年
に
わ
た
り
、「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
」
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
と
し
て
は
、
地
元
の
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
主
将
を

務
め
、
九
州
・
全
国
大
会
で
数
々

の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た

指
導
者
と
し
て
も
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
教
室
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

↑爽やかな汗、会場いっぱいに広がる笑顔

↑首藤市長に報告するコミセン部会 竹田市交通安全市民大会開催

「あきらめない心」を学ぶ

第
27
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

竹
田
市
選
手
団
が
活
躍

　
９
月
25
日
、
大
分
市
の
大
洲
運

動
公
園
周
辺
で
「
第
27
回
豊
の
国
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

　
10
月
12
日
、
大
分
県
地
域
福
祉
推
進

大
会
が
別
府
市
・
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
、
竹
田
市
の
24
人
、
４
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
大
分
県
知
事
表
彰
】
民
生
委
員
・
児

童
委
員
　
藤
村
憲
雄
（
竹
田
）
／
身
体

障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
　
佐
藤

一
夫
（
荻
）、
加
藤
孝
介
（
玉
来
）

【
大
分
県
知
事
賞
】
明
る
い
高
年
賞
　

大
神
八
千
代
（
都
野
）、
相
馬
俊
一
（
宮

砥
）
／
優
秀
老
人
ク
ラ
ブ
賞

　荻
支
部

第
５
老
人
ク
ラ
ブ
／
老
人
ク
ラ
ブ
指
導

者
功
労
賞
　
安
井
啓
介
（
久
住
）

【
大
分
県
知
事
賞
感
謝
状
】
民
生
委

員
・
児
童
委
員
　
秦
今
朝
富（
竹
田
）、

島
田
克
子
（
竹
田
）、
阿
南
順
子
（
玉

来
）、
添
田
紀
夫
（
菅
生
）、
渡
邊
郁
子

（
入
田
）、
甲
斐
基
史
（
宮
城
）、
三
好

隨
義
（
荻
）、
佐
藤
弘
美
（
荻
）、
衛
藤

賢
美（
都
野
）、
村
田
き
よ
子（
都
野
）、

大
塚
信
一
（
直
入
）、
大
久
保
良
子
（
直

入
）、
安
東
章
子
（
直
入
）

【
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
】
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労

　河
室

ひ
ろ
子
（
宮
城
）、
倉
橋
律
子
（
久
住
）

【
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

状
】
善
意
銀
行
寄
付
者
・
団
体
　
公
益

財
団
法
人
　
老
人
は
げ
み
の
里
見
会

（
竹
田
）

【
大
分
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表

彰
】
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
　
足
立
孝
夫

（
直
入
）、
荒
巻
文
昭
（
白
丹
）、
河
野

和
枝
（
宮
砥
）

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
】　
久
住
高
砂
会

（
久
住
）、
倉
木
再
生
老
人
ク
ラ
ブ（
宮
砥
）

市
民
の
熱
意
を
活
か
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
部
会
が
報
告

　
10
月
11
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
部
会
の
基
本
方
針
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

創
出
と
誘
客
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
13
回
の
部
会
を
開
催
し
、

基
本
方
針
を
ま
と
め
、
首
藤
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。
部
会
の
基
本
方
針

（
案
）
は
次
の
と
お
り
。

①
市
民
が
文
化
活
動
や
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
憩
い
の

場
と
し
て
自
由
に
使
え
る
場
で

あ
る
こ
と

②
前
記
の
目
的
の
た
め
の
広
場
と

広
間
と
空
間
（
ピ
ロ
テ
ィ
）
を
有

す
る
施
設
で
あ
る
こ
と

③
誰
も
が
利
用
可
能
な
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

※

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
と
は
年
齢
や

身
体
能
力
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
に
適

合
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
。

④
市
民
と
観
光
客
が
そ
れ
ぞ
れ
交

流
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と

　
現
在
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

他
の
公
共
施
設
と
の
機
能
分
担
を

図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
活
用
、
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
民
が
主
体

的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
瑞
宝
単
光
章
〔
消
防
功
労
〕

後
藤

　卓
見
さ
ん
（
70
歳
・
柚
木
）

　
36
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
業

務
に
精
励
し
自
治
消
防
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
元
竹
田
市
消
防
司
令
長

「
命
が
け
の
現
場
の
た
め
、
家
族
に
い

つ
も
心
配
を
か
け
ま
し
た
。
無
事
に
職

務
を
全
う
で
き
た
の
も
先
輩
や
同
僚
、

消
防
団
の
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
支

え
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
受
章
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」

真
田

　照
幸
さ
ん
（
68
歳
・
中
尾
）

　
42
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
業

務
に
精
励
し
自
治
消
防
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
元
竹
田
市
消
防
司
令
長

「
消
防
団
や
同
僚
、
地
域
の
み
な
さ

ん
、
そ
し
て
家
族
の
お
陰
で
す
。
今
後

は
消
防
活
動
等
、
微
力
な
が
ら
地
域
に

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
競

　技
】

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会〔
Ｂ
パ
ー
ト
〕

第
３
位
・
後
藤
孝
治
、
後
藤
慶
子
、

河
野
福
實
、
菅
サ
ヱ
子
、
田
部
正
明

・
ペ
タ
ン
ク

　第
３
位
・
石
井
博
、

堀
敏
英
、
岩
下
弘
子

・
三
世
代
交
流
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

〔
一
般
男
子
40
歳
代
〕
優
勝
・
佐

田
修
一

　〔
一
般
男
子
40
歳
代
〕
優
勝
・
甲

斐
正
寿

　10月11日、第８回川端康成記念講演会が竹田
高校体育館で行われました。今年の講師は、大
分県観光大使の矢野大和さん（県南落語組合会
長）。前半、時事の話題を織り交ぜながら独特な
語り口による講演に、会場は笑いの渦に包まれ
ました。
　後半は「日本人の底力」をテーマに、日本人
は「少しの犠牲を払ってでも誰かの喜ぶ顔が見
たい」、「お天道様に見られているので、悪い行
いをしない」等の例を挙げ、生徒たちに「日本
人の持つ底力を誇りにして人生を歩んでほしい」
というメッセージを判り易く伝えました。

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
九
州
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
女
性
委
員
・
大
分
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
女
性
委
員
長
を
務

め
、
女
性
競
技
役
員
の
育
成
に
も

尽
力
し
、
女
性
が
ス
ポ
ー
ツ
と
関

わ
る
機
会
の
増
大
に
、
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
相
馬
さ
ん
は「
と
て
も
光
栄
で
す
。

周
囲
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
好

き
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

若
い
人
に
ス
ポ
ー
ツ
の〝
勝
つ
喜
び
〞

を
伝
え
た
い
で
す
。
今
後
も
指
導
者

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
振
興
に
努

め
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑３位に入賞したゲートボールチーム

↑真田照幸さん ↑後藤卓見さん

　
９
月
28
日
、「
第
12
回
竹
田
市
交

通
安
全
市
民
大
会
」
が
久
住
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
対
す
る

交
通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰
及
び

伝
達
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

不
幸
な
交
通
事
故
を
な
く
す
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
10
月
７
日
、
竹
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
研
修
会
が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
走
り
幅
跳
び
競
技
に
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
中
西
麻
耶

選
手
（
由
布
市
出
身
）
を
講
師
に
迎

え
、「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
ミ
ニ
バ
レ
ー

「
ガ
ン
バ
七
里
」が
連
覇
達
成

矢
野
大
和
先
生
が
講
演

「
日
本
人
の
底
力
」

第
８
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

　
10
月
２
日
、
第
26
回
自
治
会
対

抗
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
久
住

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
６

チ
ー
ム
が
参
加
。
参
加
者
は
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
世
代
間
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
・
ガ
ン
バ
七
里
、
２
位
・
大
津

留
上
、
３
位
・
白
水
倶
楽
部

　
大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所
は
、

昨
年
度
よ
り
矢
倉
川
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
市
道
矢
倉
線
「
玉
洗
橋

（
た
ま
あ
ら
い
は
し
）」
の
改
修
工

事
を
こ
の
度
無
事
終
え
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
、
新
し
く
な
っ
た
橋
は

「
新
玉
洗
橋
（
し
ん
た
ま
あ
ら
い
は

し
）」
と
名
付
け
ら
れ
、
近
く
の
南

部
小
学
校
５
、
６
年
生
児
童
を
招
い

て
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
関
係
者
と

児
童
全
員
で
渡
り
初
め
を
行
い
、
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共

土
木
施
設
「
新
玉
洗
橋
」
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

南部小児童が渡り初め
これで
安心！

や　の　たい　わ

さ
な  

だ
　
　 

て
る
ゆ
き

ご  

と
う
　
　
た
く 

み

2016年11月発行9
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↑「食に関わる仕事を見つけた
い」と話す阿部さん

　
４
月
に
着
任
し
た
４
期
生
の
阿
部
珠

美
さ
ん
（
43
歳
）。
阿
部
さ
ん
は
大
阪

府
出
身
で
す
が
、
ご
両
親
が
竹
田
市
の

出
身
だ
っ
た
た
め
、
竹
田
と
は
縁
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
は
母
親
が
荻
町
で
暮

ら
し
て
い
る
の
で
、
毎
年
一
回
は
竹
田

を
訪
れ
て
い
た
中
で
、「
い
つ
か
住
め

た
ら
」
と
い
う
思
い
を
少
し
ず
つ
抱
く

よ
う
に
な
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

い
う
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
毎
年
訪
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
行
動

範
囲
は
狭
く
、
地
域
の
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
い
ざ
協
力
隊
に
な
っ
て
み
る
と
、

竹
田
は
本
当
に
素
敵
な
場
所
だ
と
気
付

き
ま
し
た
。
竹
田
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
る
方
が
多
い
で
す
し
、
若
い
人
が
想

像
以
上
に
い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し

た
。
地
元
の
方
々
の
温
か
さ
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
そ
ん
な
地
域
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
で
き
て
い
る
こ

と
を
今
は
幸
せ
に
思
い
ま
す
」

　
現
在
は
「
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式

会
社
（
ア
グ
ル
）」
で
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な

広
報
物
の
デ
ザ
イ
ン
が
中
心
で

す
が
、
最
近
で
は
「
地
元
の
お
店

×

竹
田
の
作
家
」
と
い
う
企
画
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
は

「
食
」
に
関
す
る
仕
事
も
し
て
い

き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
竹
田
混
声
合

唱
団
に
所
属
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
竹
田
に
来
た
と
き
に
歌
声
を
聞

き
、
感
動
し
た
の
で
、
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
時

代
の
合
唱
の
と
き
は
い
つ
も
ピ
ア
ノ
担

当
で
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
た
の

で
、
合
唱
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
こ
と

も
入
団
理
由
の
一
つ
で
す
。
合
唱
団
の

レ
ベ
ル
は
高
い
で
す
が
、
楽
し
く
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
き
な

声
を
出
す
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に

も
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）」

　
協
力
隊
の
任
期
を
通
じ
て
、
阿
部
さ

ん
に
と
っ
て
の
竹
田
が
「
実
家
の
あ
る

場
所
」
か
ら
「
大
好
き
な
故
郷
」
へ
と

変
わ
っ
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

居
心
地
の
良
い
竹
田
に
居
た
い
理
由

　  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
阿
部
珠
美
さ
ん
に
聞
く

大分市出身。25歳。京都の大学を卒業
後、2014年４月から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。「たけた協力隊新聞」編集長
としても活躍。また昨年６月に市内の
竹田を拠点に活動している作家たちの
作品を商品として取り扱う土 産 店
「michi」を向町にオープンさせ、活動
の幅を広げている。

せ
ん
。

　
す
べ
て
の
人
が
暴
力
は
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
相
手

の
人
権
を
軽
ん
じ
踏
み
に
じ
る
行
為
で

あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課 

☎
63-

４
８
１
７

《
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
》

■
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

（
婦
人
相
談
所
）　
☎
０
９
７-

５
４
４-

３
９
０
０
／
〔
月
〜
金
〕
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
・〔
土
・
日
・
祝
〕
午
後
１
時

〜
午
後
５
時
・
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

■
竹
田
市
人
権
同
和
対
策
課
　
☎
０
９

７
４-

63-

４
８
２
０
／
〔
月
〜
金
〕
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

■
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
☎
０
１

２
０-

２
７
９-

３
３
８
／
24
時
間
通
話

料
無
料

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
関

係
に
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
の

こ
と
で
す
。

　「
安
心
」
す
る
気
持
ち
、
自
分
は
自
分

で
い
い
ん
だ
と
い
う
「
自
信
」、
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
決
め
る
「
自
由
」、
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
な
り
た
い
自
分
に
な
っ

て
い
く
「
成
長
」…

こ
れ
ら
を
奪
っ
て
し

ま
う
の
が
Ｄ
Ｖ
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
い
う
と
殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
と

い
う
身
体
的
な
暴
力
行
為
を
思
い
浮
か

べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
他
に

・「
相
手
を

無
視
す

る
」

・「
実
家
や

友
人
と

付
き
合

う
の
を

制
限
す
る
」

・「
携
帯
電
話
や
手
紙
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
」

・「
生
活
費
を
渡
さ
な
い
」

・「
性
行
為
を
強
要
す
る
」
等
も
Ｄ
Ｖ

に
あ
た
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
、
自

分
が
受
け
て
い
る
行
為
が
Ｄ
Ｖ
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
の
中
で
暴
力
を
目
撃
す
る

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、「
暴
力
を
ふ
る

え
ば
何
で
も
欲
し
い
も
の
が
手
に
入
れ
ら

れ
る
」、「
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
暴
力
で
何

と
か
で
き
る
」、「
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
暴
力

は
許
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
学
習
し

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
の
程
度
は
外
見
だ
け
で
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
何
が
Ｄ
Ｖ
に
あ
た
る
か

知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
被
害
者
は
我
慢

を
す
る
こ
と
も
、「
自
分
が
悪
い
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
思
い
悩
む
必
要
も
あ
り
ま

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

第
７
話   Kirm

es

（
キ
エ
メ
ス
）

　
日
本
に
は
お
祭
り
が
あ
り
ま
す

が
ド
イ
ツ
に
は
神
道
が
も
と
も
と

な
い
の
で
日
本
ら
し
い
お
祭
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
屋
台
や
乗
り
物
が
で

る
「Kirm

es

」（
キ
エ
メ
ス
）
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
毎
年

決
ま
っ
た
広
い
場
所
に
、
急
に
大

き
な
観
覧
車
や
様
々
な
屋
台
が
現

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
仕

事
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
準
備
を

し
て
立
ち
上
げ
る
の
で
す
。

　「Kirm
es

」（
キ
エ
メ
ス
）
は
お

祭
り
の
よ
う
な
も
の
で
す
の
で
、

祝
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
由
来
は
キ
リ
ス
ト
教
の
「
協

会
の
落
成
式
」
の
た
め
、
そ
の
年

ご
と
に
改
め
て
祝
う
日
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
多
く
の
ド
イ
ツ
人
に
は

認
識
さ
れ
お
ら
ず
、
た
だ
の
遊
び

だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
現
在
で
は
、
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り

し
た
乗
り
物
や
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
ま
で
あ
る
の
で
、
と
て
も
キ

リ
ス
ト
教
の
祝
日
だ
と
は
思
え
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
国
際
交
流
員
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

↑直入愛育会結成20年を記念して功労
者を表彰

  

11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
で
す

糖
尿
病
悪
化
予
防
の
鍵

【図１】参考：科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン2013
　　　　（日本糖尿病学会）

 

２
つ
目
の
鍵

【
お
薬
の
確
実
な
内
服
】

　
食
事
や
運
動
と
い
っ
た
生
活
習

慣
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

血
糖
値
を
適
切
に
保
つ
た
め
に
、

糖
尿
病
の
治
療
薬
を
軽
度
の
う
ち

か
ら
確
実
に
飲
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
い
つ
も
お
薬
が
余
っ
て
し
ま
う

方
、
飲
む
の
を
つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち

に
な
る
方
は
、
医
師
や
薬
剤
師
等

の
地
域
の
支
援
者
に
伝
え
、
自
分

に
合
っ
た
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

 

３
つ
目
の
鍵

【
糖
尿
病
連
携
手
帳
の
活
用
】

　『
糖
尿
病
連
携
手
帳
』
を
ご
存
じ

で
す
か
？
糖
尿
病
連
携
手
帳
と
は
、

病
院
や
薬
局
で
配
布
し
て
お
り
、
検

査
結
果
や
治
療
経
過
、
指
導
を
受

け
た
内
容
な
ど
を
記
録
で
き
る
も

の
で
す
。（
図
２
）

　
手
帳
は
糖
尿
病
の
悪
化
予
防
・
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
な
鍵
で

す
。
自
分
自
身
の
体
の
変
化
な
ど
を

目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
帳
を
使
い
自
分
自
身
で
経
過
を

振
り
か
え
る
と
と
も
に
、
病
院
や
薬

局
、
健
康
診
断
な
ど
地
域
の
支
援

者
に
手
帳
を
み
て
も
ら
い
、
自
分
自

身
に
合
っ
た
療
養
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
も
ら
う
こ
と
も
悪
化
予
防
の
１

つ
で
す
。

◆
豊
肥
地
域
の
動
き

　
市
と
保
健
所
が
協
力
し
、
医
師

や
薬
剤
師
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
、

看
護
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
と
一
緒

に
糖
尿
病
の
発
症
予
防
〜
重
症
化

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
支
援
者

に
手
帳
や
内
服
の
状
況
等
を
伝
え

て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
糖
尿
病
の
悪

化
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健

課
　
☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２

■

命
に
関
わ
る
糖
尿
病

　
糖
尿
病
と
は
、
血
液
中
の
糖
の
濃

度
（
血
糖
値
）
が
慢
性
的
に
高
い
状

態
が
続
く
病
気
で
す
。
竹
田
市
で

は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち

15
・
64
％
、
大
分
県（
市
町
村
平
均
）

で
は
、
16
・
97
％
が
糖
尿
病
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
見
逃
せ
な
い
身
近
な
病

気
と
い
え
ま
す
。（
平
成
27
年
度
版

大
分
県
国
民
健
康
保
険 

生
活
習
慣

病
の
実
態
か
ら
引
用
）
糖
尿
病
の
初

期
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
く
自
分

で
は
気
づ
き
に
く
い
病
気
で
す
。

　
し
か
し
、
悪
化
す
る
と
脳
梗
塞
・

腎
症
（
透
析
）･

心
筋
梗
塞
な
ど
、
多

く
の
深
刻
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

た
め
、
初
期
か
ら
の
悪
化
予
防
が
重

要
で
す
。

■

悪
化
予
防
の
鍵
は
３
つ
！

 

１
つ
目
の
鍵

【
定
期
的
な
健
康
診
断
】

　
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
糖
尿
病

の
初
期
を
い
ち
早
く
発
見
す
る
に

は
、
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
体

の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
最
も

有
効
で
す
。
そ
の
１
つ
の
指
標
と
し

て
、
血
糖
値
・
H
b
A
1
c
が
あ
り

ま
す
。（
図
１
）

　
特
に
40
〜
50
代
の
働
き
盛
り
の

人
は
健
康
状
態
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
た
め
、
ぜ
ひ
健
診
の
受

診
を
勧
め
ま
す
。

 

自分自身の血糖値はご存じですか？
空腹時血糖（mmHg）　 HbA1c（%）

※HbA1cとは？
１～２か月間の血糖
状態を評価する値

126以上 6.5以上

110～125

100～109

6.0～6.4

5.6～5.9

糖尿病が強く疑われます
すぐに医療機関へ受信を！

糖尿病の一歩手前です
生活習慣の改善を！

「
直
入
愛
育
会
」

  

結
成
20
周
年
を
祝
う

　
10
月
21
日
、「
直
入
愛
育
会
結

成
20
周
年
記
念
式
典
」・「
第
19
回

愛
育
ま
つ
り
」
が
直
入
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
直
入
愛
育
会
の
永

冨
和
憲
会
長
が
「
20
年
の
歩
み
」

を
発
表
し
、「
今
後
も
愛
育
の
心

を
育
て
直
入
に
合
っ
た
愛
育
活
動

を
拡
げ
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
長
年
の
功
績
を
称
え
、
歴
代

愛
育
会
長
の
馬
場
正
和
さ
ん
ほ

か
５
名
と
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
直
入
支
部
「
い
で
ゆ
会
」（
加

藤
い
つ
子
会
長
）
に
功
労
者
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恩
師
財
団
母
子
愛
育
会

推
進
部
長
の
大
場
エ
ミ
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
直
入
で
育
っ
た
愛

育
の
形
と
こ
れ
か
ら
に
期
待
す
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【図２】

あ   

べ 

た
ま 

み
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↑「食に関わる仕事を見つけた
い」と話す阿部さん

　
４
月
に
着
任
し
た
４
期
生
の
阿
部
珠

美
さ
ん
（
43
歳
）。
阿
部
さ
ん
は
大
阪

府
出
身
で
す
が
、
ご
両
親
が
竹
田
市
の

出
身
だ
っ
た
た
め
、
竹
田
と
は
縁
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
は
母
親
が
荻
町
で
暮

ら
し
て
い
る
の
で
、
毎
年
一
回
は
竹
田

を
訪
れ
て
い
た
中
で
、「
い
つ
か
住
め

た
ら
」
と
い
う
思
い
を
少
し
ず
つ
抱
く

よ
う
に
な
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

い
う
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
毎
年
訪
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
行
動

範
囲
は
狭
く
、
地
域
の
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
い
ざ
協
力
隊
に
な
っ
て
み
る
と
、

竹
田
は
本
当
に
素
敵
な
場
所
だ
と
気
付

き
ま
し
た
。
竹
田
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
る
方
が
多
い
で
す
し
、
若
い
人
が
想

像
以
上
に
い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し

た
。
地
元
の
方
々
の
温
か
さ
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
そ
ん
な
地
域
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
で
き
て
い
る
こ

と
を
今
は
幸
せ
に
思
い
ま
す
」

　
現
在
は
「
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式

会
社
（
ア
グ
ル
）」
で
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な

広
報
物
の
デ
ザ
イ
ン
が
中
心
で

す
が
、
最
近
で
は
「
地
元
の
お
店

×

竹
田
の
作
家
」
と
い
う
企
画
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
は

「
食
」
に
関
す
る
仕
事
も
し
て
い

き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
竹
田
混
声
合

唱
団
に
所
属
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
竹
田
に
来
た
と
き
に
歌
声
を
聞

き
、
感
動
し
た
の
で
、
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
時

代
の
合
唱
の
と
き
は
い
つ
も
ピ
ア
ノ
担

当
で
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
た
の

で
、
合
唱
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
こ
と

も
入
団
理
由
の
一
つ
で
す
。
合
唱
団
の

レ
ベ
ル
は
高
い
で
す
が
、
楽
し
く
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
き
な

声
を
出
す
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に

も
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）」

　
協
力
隊
の
任
期
を
通
じ
て
、
阿
部
さ

ん
に
と
っ
て
の
竹
田
が
「
実
家
の
あ
る

場
所
」
か
ら
「
大
好
き
な
故
郷
」
へ
と

変
わ
っ
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

居
心
地
の
良
い
竹
田
に
居
た
い
理
由

　  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
阿
部
珠
美
さ
ん
に
聞
く

大分市出身。25歳。京都の大学を卒業
後、2014年４月から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。「たけた協力隊新聞」編集長
としても活躍。また昨年６月に市内の
竹田を拠点に活動している作家たちの
作品を商品として取り扱う土 産 店
「michi」を向町にオープンさせ、活動
の幅を広げている。

せ
ん
。

　
す
べ
て
の
人
が
暴
力
は
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
相
手

の
人
権
を
軽
ん
じ
踏
み
に
じ
る
行
為
で

あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課 

☎
63-

４
８
１
７

《
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
》

■
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

（
婦
人
相
談
所
）　
☎
０
９
７-

５
４
４-

３
９
０
０
／
〔
月
〜
金
〕
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
・〔
土
・
日
・
祝
〕
午
後
１
時

〜
午
後
５
時
・
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

■
竹
田
市
人
権
同
和
対
策
課
　
☎
０
９

７
４-

63-

４
８
２
０
／
〔
月
〜
金
〕
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

■
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
☎
０
１

２
０-

２
７
９-

３
３
８
／
24
時
間
通
話

料
無
料

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
関

係
に
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
の

こ
と
で
す
。

　「
安
心
」
す
る
気
持
ち
、
自
分
は
自
分

で
い
い
ん
だ
と
い
う
「
自
信
」、
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
決
め
る
「
自
由
」、
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
な
り
た
い
自
分
に
な
っ

て
い
く
「
成
長
」…

こ
れ
ら
を
奪
っ
て
し

ま
う
の
が
Ｄ
Ｖ
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
い
う
と
殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
と

い
う
身
体
的
な
暴
力
行
為
を
思
い
浮
か

べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
他
に

・「
相
手
を

無
視
す

る
」

・「
実
家
や

友
人
と

付
き
合

う
の
を

制
限
す
る
」

・「
携
帯
電
話
や
手
紙
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
」

・「
生
活
費
を
渡
さ
な
い
」

・「
性
行
為
を
強
要
す
る
」
等
も
Ｄ
Ｖ

に
あ
た
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
、
自

分
が
受
け
て
い
る
行
為
が
Ｄ
Ｖ
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
の
中
で
暴
力
を
目
撃
す
る

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、「
暴
力
を
ふ
る

え
ば
何
で
も
欲
し
い
も
の
が
手
に
入
れ
ら

れ
る
」、「
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
暴
力
で
何

と
か
で
き
る
」、「
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
暴
力

は
許
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
学
習
し

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
の
程
度
は
外
見
だ
け
で
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
何
が
Ｄ
Ｖ
に
あ
た
る
か

知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
被
害
者
は
我
慢

を
す
る
こ
と
も
、「
自
分
が
悪
い
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
思
い
悩
む
必
要
も
あ
り
ま

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

第
７
話   Kirm

es

（
キ
エ
メ
ス
）

　
日
本
に
は
お
祭
り
が
あ
り
ま
す

が
ド
イ
ツ
に
は
神
道
が
も
と
も
と

な
い
の
で
日
本
ら
し
い
お
祭
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
屋
台
や
乗
り
物
が
で

る
「Kirm

es

」（
キ
エ
メ
ス
）
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
毎
年

決
ま
っ
た
広
い
場
所
に
、
急
に
大

き
な
観
覧
車
や
様
々
な
屋
台
が
現

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
仕

事
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
準
備
を

し
て
立
ち
上
げ
る
の
で
す
。

　「Kirm
es

」（
キ
エ
メ
ス
）
は
お

祭
り
の
よ
う
な
も
の
で
す
の
で
、

祝
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
由
来
は
キ
リ
ス
ト
教
の
「
協

会
の
落
成
式
」
の
た
め
、
そ
の
年

ご
と
に
改
め
て
祝
う
日
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
多
く
の
ド
イ
ツ
人
に
は

認
識
さ
れ
お
ら
ず
、
た
だ
の
遊
び

だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
現
在
で
は
、
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り

し
た
乗
り
物
や
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
ま
で
あ
る
の
で
、
と
て
も
キ

リ
ス
ト
教
の
祝
日
だ
と
は
思
え
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
国
際
交
流
員
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

↑直入愛育会結成20年を記念して功労
者を表彰

  

11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
で
す

糖
尿
病
悪
化
予
防
の
鍵

【図１】参考：科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン2013
　　　　（日本糖尿病学会）

 

２
つ
目
の
鍵

【
お
薬
の
確
実
な
内
服
】

　
食
事
や
運
動
と
い
っ
た
生
活
習

慣
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

血
糖
値
を
適
切
に
保
つ
た
め
に
、

糖
尿
病
の
治
療
薬
を
軽
度
の
う
ち

か
ら
確
実
に
飲
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
い
つ
も
お
薬
が
余
っ
て
し
ま
う

方
、
飲
む
の
を
つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち

に
な
る
方
は
、
医
師
や
薬
剤
師
等

の
地
域
の
支
援
者
に
伝
え
、
自
分

に
合
っ
た
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

 

３
つ
目
の
鍵

【
糖
尿
病
連
携
手
帳
の
活
用
】

　『
糖
尿
病
連
携
手
帳
』
を
ご
存
じ

で
す
か
？
糖
尿
病
連
携
手
帳
と
は
、

病
院
や
薬
局
で
配
布
し
て
お
り
、
検

査
結
果
や
治
療
経
過
、
指
導
を
受

け
た
内
容
な
ど
を
記
録
で
き
る
も

の
で
す
。（
図
２
）

　
手
帳
は
糖
尿
病
の
悪
化
予
防
・
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
な
鍵
で

す
。
自
分
自
身
の
体
の
変
化
な
ど
を

目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
帳
を
使
い
自
分
自
身
で
経
過
を

振
り
か
え
る
と
と
も
に
、
病
院
や
薬

局
、
健
康
診
断
な
ど
地
域
の
支
援

者
に
手
帳
を
み
て
も
ら
い
、
自
分
自

身
に
合
っ
た
療
養
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
も
ら
う
こ
と
も
悪
化
予
防
の
１

つ
で
す
。

◆
豊
肥
地
域
の
動
き

　
市
と
保
健
所
が
協
力
し
、
医
師

や
薬
剤
師
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
、

看
護
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
と
一
緒

に
糖
尿
病
の
発
症
予
防
〜
重
症
化

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
支
援
者

に
手
帳
や
内
服
の
状
況
等
を
伝
え

て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
糖
尿
病
の
悪

化
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健

課
　
☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２

■

命
に
関
わ
る
糖
尿
病

　
糖
尿
病
と
は
、
血
液
中
の
糖
の
濃

度
（
血
糖
値
）
が
慢
性
的
に
高
い
状

態
が
続
く
病
気
で
す
。
竹
田
市
で

は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち

15
・
64
％
、
大
分
県（
市
町
村
平
均
）

で
は
、
16
・
97
％
が
糖
尿
病
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
見
逃
せ
な
い
身
近
な
病

気
と
い
え
ま
す
。（
平
成
27
年
度
版

大
分
県
国
民
健
康
保
険 

生
活
習
慣

病
の
実
態
か
ら
引
用
）
糖
尿
病
の
初

期
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
く
自
分

で
は
気
づ
き
に
く
い
病
気
で
す
。

　
し
か
し
、
悪
化
す
る
と
脳
梗
塞
・

腎
症
（
透
析
）･

心
筋
梗
塞
な
ど
、
多

く
の
深
刻
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

た
め
、
初
期
か
ら
の
悪
化
予
防
が
重

要
で
す
。

■

悪
化
予
防
の
鍵
は
３
つ
！

 

１
つ
目
の
鍵

【
定
期
的
な
健
康
診
断
】

　
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
糖
尿
病

の
初
期
を
い
ち
早
く
発
見
す
る
に

は
、
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
体

の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
最
も

有
効
で
す
。
そ
の
１
つ
の
指
標
と
し

て
、
血
糖
値
・
H
b
A
1
c
が
あ
り

ま
す
。（
図
１
）

　
特
に
40
〜
50
代
の
働
き
盛
り
の

人
は
健
康
状
態
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
た
め
、
ぜ
ひ
健
診
の
受

診
を
勧
め
ま
す
。

 

自分自身の血糖値はご存じですか？
空腹時血糖（mmHg）　 HbA1c（%）

※HbA1cとは？
１～２か月間の血糖
状態を評価する値

126以上 6.5以上

110～125

100～109

6.0～6.4

5.6～5.9

糖尿病が強く疑われます
すぐに医療機関へ受信を！

糖尿病の一歩手前です
生活習慣の改善を！

「
直
入
愛
育
会
」

  

結
成
20
周
年
を
祝
う

　
10
月
21
日
、「
直
入
愛
育
会
結

成
20
周
年
記
念
式
典
」・「
第
19
回

愛
育
ま
つ
り
」
が
直
入
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
直
入
愛
育
会
の
永

冨
和
憲
会
長
が
「
20
年
の
歩
み
」

を
発
表
し
、「
今
後
も
愛
育
の
心

を
育
て
直
入
に
合
っ
た
愛
育
活
動

を
拡
げ
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
長
年
の
功
績
を
称
え
、
歴
代

愛
育
会
長
の
馬
場
正
和
さ
ん
ほ

か
５
名
と
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
直
入
支
部
「
い
で
ゆ
会
」（
加

藤
い
つ
子
会
長
）
に
功
労
者
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恩
師
財
団
母
子
愛
育
会

推
進
部
長
の
大
場
エ
ミ
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
直
入
で
育
っ
た
愛

育
の
形
と
こ
れ
か
ら
に
期
待
す
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【図２】

あ   

べ 

た
ま 

み
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2016年（平成28年）

たけたケーブルテレビ
特番情報

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

4

11

18

25

5

12

19

26

3

10

17

24

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

・第12回竹田市福祉大会 9:00～（竹田市
総合社会福祉センター）
・竹田市歩こう会【用作公園】 豊後竹田駅
前 9:00集合 ※１
・大分県中学校駅伝競走大会 10：00～
（久住高原日本一のマラソン練習コース）
・第44回荻地域男子バレーボール大会
13:00～（緑ヶ丘中学校体育館ほか）
・ドイツの魅力 スピーチコンテスト 14:15
～（万象の湯）
・きらめくわたしのファッションショーin竹
田 15:00-17:00（直入公民館）

・なおいりふるさと振興祭  9:00-15:00（直
入支所イベント広場周辺）
・第１回竹田市植樹祭 9:30-12:00（市有
林現地・直入町大字長湯字下野）
・豊肥家畜市場【子牛市場】9:30セリ開始
（豊後豊肥家畜市場）
・平成28年度認知症フォーラムinたけた 
13:30-16:10 講演会「認知症の人を支え
ていくために私たちにできること」〔講
師〕宮崎和加子氏（山梨県一般社団法
人だんだん会理事長）（竹田市総合社
会福祉センター）

・法律無料相談会〔不動産登記、法
人登記、相続、債務整理ほか〕
9:00-12:00 ※予約不要（竹田市公
民館竹田分館１階和室）問大分県
司法書士会豊肥支部 ☎0974-64-
9111（司法書士渡辺久哉事務所）
・第２回就職セミナー＆合同企業就
職相談会 13:00-16:00（竹田市総合
社会福祉センター多目的ホール）

・地域の岩石・地層・化石観察会 9:30～
（集合場所・扇森稲荷神社駐車場社務
所前）※２
・第35回大分矯正展 10:00-15:00（大分
刑務所・大分市）
・いい歯とお口の健康セミナー 13:00～
（竹田市総合社会福祉センター）
・祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク国
内推薦決定記念シンポジウム「次世代
につなぐ 祖母・傾・大崩の自然とくら
し」 13:00～（ホテルますの井・豊後大
野市）

・竹田地域秋季火災防御訓練 7:00～
（文化財課管理センター）
・第49回荻地域女子バレーボール大会

9:00～（緑ヶ丘中学校体育館ほか）
・第28回メンヒルの里おこし弓祭り大
会 11：00～（森八幡社境内・穴井迫）
・第2回ウェイクケーブル 全日本選手権
大会 10:00-17:00（竹田市ウェイク
ケーブルパーク施設）

・「荻の里温泉」休館日 ・陽目の里「名水茶屋」休業日
・平成28年度竹田市男女共同
参画推進大会
18:00～（竹田市総合社会福
祉センター多目的ホール）

・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム
 14:00-14:30（竹田幼稚園）

・なかよし幼稚園　9:00-12:00
（Ｂ＆Ｇ直入海洋センター及
び直入中央公民館）

・久住地域模擬火災訓練
8:00-9:00（久住町平木）

・「荻の里温泉」休館日
・豊肥家畜市場【成牛市場】
9:30セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）

・総合健診 8:00-10:00（竹田市総
合社会福祉センター）
・第35回大分矯正展 10:00-15:00
（大分刑務所・大分市）
・奏リコーダーアンサンブル第12
回定期演奏会 14:00開演（久住
公民館くじゅうサンホール）
問事務局 ☎090-7290-4935

・【納期限】固定資産税（４期）、
国民健康保険税（８期）、介護
保険料・後期高齢者医療保険
料（５期）
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・くらサポフォーラム
13:30-16:30（久住公民館機
能回復訓練室）

・【水琴館・旧竹田荘】JAPAN竹田
「国際墨彩画展」 （～11/13㈰まで）
・おはなしのへや 10:30-11:00（竹田
市立図書館えほんのへや）
・竹田サフラン講演会15:00～18:00頃
「サフランの薬理活性について」
〔講師〕正山征洋氏（長崎国際大学
薬学部教授）（ホテル岩城屋）

・陽目の里「名水茶屋」休業日・【資料館】特別展「竹田の山城入門－中世山
城から近世岡城まで－」 ～11/27㈰まで
・【水琴館】県美協写真展巡回展 ～11/6㈰まで
・瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 9:00～（竹田中学校）
・田能村竹田182年祭（旧竹田荘画聖堂）～

11/3㈭まで
・白水の滝「源流の碑」再興式 9:30～（白水の

滝・荻町陽目）
・おはなしのへや10:30～（図書館えほんのへや）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）※

要予約 ☎63-3346
・第11回竹田市農業委員会総会 13:30～（竹

田市本庁舎３階委員会室）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・ 陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談[完全予約制]10:00-15:00（竹
田市高齢者いきいき交流センター）
※完全予約制。日本年金機構大分年
金事務所 ☎097-552-1211
・乳幼児健診【午後】9～10か月児健康
診査
・大分県行政書士会無料相談会
13:00-16:00（大分県行政書士会〔大分
市〕）

・竹田温泉「花水月」休館日
・身体障害者巡回相談会 11:30～（竹田市
総合社会福祉センター） 
・乳幼児健診【午後】３歳児健康診査
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約 ☎63-3346
・おはなしルーム 14:00～（南部幼稚園）
・人権学習学級「ハンセン病と人権」 15:00
～〔講師〕御手洗礼子氏（ハンセン病回
復者と共に歩む会代表）（市本庁舎３階
会議室）問生涯学習課☎63-4817

・直入地域火災防御訓練 8:00-9:00（直入
地域内某所・ブラインド訓練）
・荻地域秋季火災予防運動防火パレード 

9:00～（荻福祉健康エリアグラウンド）
・第11回トマト天国inおぎ・第37回荻ふる
さと祭り」9:00-16:00（荻福祉健康エリア）
・第68回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ
美術祭表彰式10:30～（久住公民館）
・平成28年度竹田市功労者表彰 13:30～
（竹田市総合社会福祉センター）

・【水琴館】第68回画聖「田能
村竹田」先生をしのぶ美術祭
特賞作品展（～11/20㈰まで）
・おはなしのへや
 10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・おはなしのへや
  10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）
・こころの健康相談
 13:30-15:30（竹田市総合社会
福祉センター）

  ※要予約 ☎63-3346

・おはなしのへや
  10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故相談
 ※予約制〔前日午前中まで〕
10:00-15:00（豊肥振興局）

  問☎0974-63-1171

・第７回広瀬武夫杯少年柔道大
会 9:00～（竹田高校体育館）
・Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪少年剣
道大会・直入町少年剣道大会
9 :00～（B&G直入海洋セン
ター）
・【水琴館】竹田木工クラブ作品
展（～12/４㈰まで）

・竹田市歩こう会【岡城址】
広瀬神社 9:30集合 ※１
・第70回竹田市駅伝競走大会
10:00～スタート（竹田市総合
運動公園駐車場）

竹 田 市 の　 こ よ み 11月たけたん情報

第68回 瀧廉太郎を偲ぶ
音楽祭
　11月１日㈫に開催され
た、第68回瀧廉太郎を偲
ぶ音楽祭の模様を２部に
分けてお届けします。
　第１部では、幼稚園・
支 援 学 校・小 学 校 の 部
を、第２部では、中学校
の部をお届けします。

【放送日】
〔第１部〕11月12日・
19日・26日・12月３日
土曜日 午後７時～
〔第２部〕11月13日・
20日・27日・12月４日
日曜日 午後７時～ 
※都合により放送時間を、

変更する場合がありま
すのでご了承ください。

●お問い合せ
　竹田市ケーブルセンター
　☎ 76-1415

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

◆2016年12月上旬の主な予定
　 3 日㈯　・ 第12回歳末助け合いチャリティーショー 
　　　　　　 〔午前の部〕10:00-正午 〔午後の部〕14:00-16:00（久住

公民館くじゅうサンホール）
　　　　　 ・第28回豊肥地区解放文化祭　9:30 ～（エイトピアおお

の大ホール・豊後大野市）
    10日㈯　・第43回少年少女駅伝ロードレース大会
　　　　　　9:30開会式　9:50スタート（総合運動公園陸上競技場）
　　　　　・荻地域人権講演会 10:00-12:00（緑ヶ丘中学校体育館）
    11日㈰　・久住地域人権講演会 10:00-12:00（久住公民館）
　　　　　・直入地域人権講演会 13:00-15:00（直入公民館）

文化の日

勤労感謝の日

竹田
・11月４日・18日㈮
　13:30～15:30（古町商栄会）

荻
・11月８日・22日㈫　13:00～

15:00（荻「しらみず」）

久住
・11月８日㈫・24日㈭　13:00

～15:00（久住「りんどう」）

直入
・11月11日・25日㈮　13:00～

15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・11月17日・24日㈭
　13:00～15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・11月９日㈬
　13:00～15:00（入田分館）
・11月15日㈫
　13:00～15:00（嫗岳分館）
・11月22日㈫
　13:00～15:00（宮砥分館）

今月のよりそいカフェ

月
間
・
そ
の
他

○教育・文化週間 11／１㈫～７㈪

○秋季全国火災予防運動 11／９㈬～15㈫

○税を考える週間 11／11㈮～17㈭

○生活衛生同業組合活動推進月間

○エコドライブ推進月間

○児童虐待防止推進月間

○世界エイズデー 12／１㈭

●
県
民
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
〔
11
月
５
日
㈯
・
９
時
頃
〕
地
震
防
災
訓
練
（
市
内
一
斉
訓
練
放
送
を
配
信
し
ま
す
）

●
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー
〔
11
月
16
日
㈬
〕
こ
の
取
り
組
み
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
推
進
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
す

　児童相談所や社会福祉課へご連絡をください。連絡い
ただいた方の個人情報、秘密事項は厳守します。
●ご連絡・お問い合せ
　児童相談所全国共通ダイヤル　189　（いちはやく）
　大分県中央児童相談所　☎097-544-2016
　竹田市社会福祉課　☎63-4811

児童虐待は、社会全体で解決すべき問題です。
　・児童虐待を受けたと思われるお子さんがいたら・・・
　・子育てに悩む方がいたら・・・
　・出産や育児に悩んだら・・・

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

11月16日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10：00～

12：00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

平成28年度推進月間標語

『さしのべて  あなたのその手  いちはやく』

12月１日は
「世界エイズデー」です！
　今年のテーマ「知っていても、分
かっていても AIDS  IS  NOT  OVER」
　HIV感染者・エイズ患者は年々増
加しています。HIVに感染していて
も症状はありませんが、他人に感染
させる力はあります。早期発見・早
期治療が重要ですので、HIV検査を
受けましょう。

12月６日㈫  17:00 ～ 19:00
（豊肥保健所）

　HIV夜間検査を実施します（匿
名・無料）。前日までの予約が必要
です。当日受付はできませんので、
検査を希望される方はお問い合わせ
ください。
問豊肥保健所（保健師）
☎0974-22-0162㈹
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2016年（平成28年）

たけたケーブルテレビ
特番情報

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100
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・第12回竹田市福祉大会 9:00～（竹田市
総合社会福祉センター）
・竹田市歩こう会【用作公園】 豊後竹田駅
前 9:00集合 ※１
・大分県中学校駅伝競走大会 10：00～
（久住高原日本一のマラソン練習コース）
・第44回荻地域男子バレーボール大会
13:00～（緑ヶ丘中学校体育館ほか）
・ドイツの魅力 スピーチコンテスト 14:15
～（万象の湯）
・きらめくわたしのファッションショーin竹
田 15:00-17:00（直入公民館）

・なおいりふるさと振興祭  9:00-15:00（直
入支所イベント広場周辺）
・第１回竹田市植樹祭 9:30-12:00（市有
林現地・直入町大字長湯字下野）
・豊肥家畜市場【子牛市場】9:30セリ開始
（豊後豊肥家畜市場）
・平成28年度認知症フォーラムinたけた 
13:30-16:10 講演会「認知症の人を支え
ていくために私たちにできること」〔講
師〕宮崎和加子氏（山梨県一般社団法
人だんだん会理事長）（竹田市総合社
会福祉センター）

・法律無料相談会〔不動産登記、法
人登記、相続、債務整理ほか〕
9:00-12:00 ※予約不要（竹田市公
民館竹田分館１階和室）問大分県
司法書士会豊肥支部 ☎0974-64-
9111（司法書士渡辺久哉事務所）
・第２回就職セミナー＆合同企業就
職相談会 13:00-16:00（竹田市総合
社会福祉センター多目的ホール）

・地域の岩石・地層・化石観察会 9:30～
（集合場所・扇森稲荷神社駐車場社務
所前）※２
・第35回大分矯正展 10:00-15:00（大分
刑務所・大分市）
・いい歯とお口の健康セミナー 13:00～
（竹田市総合社会福祉センター）
・祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク国
内推薦決定記念シンポジウム「次世代
につなぐ 祖母・傾・大崩の自然とくら
し」 13:00～（ホテルますの井・豊後大
野市）

・竹田地域秋季火災防御訓練 7:00～
（文化財課管理センター）
・第49回荻地域女子バレーボール大会

9:00～（緑ヶ丘中学校体育館ほか）
・第28回メンヒルの里おこし弓祭り大
会 11：00～（森八幡社境内・穴井迫）
・第2回ウェイクケーブル 全日本選手権
大会 10:00-17:00（竹田市ウェイク
ケーブルパーク施設）

・「荻の里温泉」休館日 ・陽目の里「名水茶屋」休業日
・平成28年度竹田市男女共同
参画推進大会
18:00～（竹田市総合社会福
祉センター多目的ホール）

・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム
 14:00-14:30（竹田幼稚園）

・なかよし幼稚園　9:00-12:00
（Ｂ＆Ｇ直入海洋センター及
び直入中央公民館）

・久住地域模擬火災訓練
8:00-9:00（久住町平木）

・「荻の里温泉」休館日
・豊肥家畜市場【成牛市場】
9:30セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）

・総合健診 8:00-10:00（竹田市総
合社会福祉センター）
・第35回大分矯正展 10:00-15:00
（大分刑務所・大分市）
・奏リコーダーアンサンブル第12
回定期演奏会 14:00開演（久住
公民館くじゅうサンホール）
問事務局 ☎090-7290-4935

・【納期限】固定資産税（４期）、
国民健康保険税（８期）、介護
保険料・後期高齢者医療保険
料（５期）
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・くらサポフォーラム
13:30-16:30（久住公民館機
能回復訓練室）

・【水琴館・旧竹田荘】JAPAN竹田
「国際墨彩画展」 （～11/13㈰まで）
・おはなしのへや 10:30-11:00（竹田
市立図書館えほんのへや）
・竹田サフラン講演会15:00～18:00頃
「サフランの薬理活性について」
〔講師〕正山征洋氏（長崎国際大学
薬学部教授）（ホテル岩城屋）

・陽目の里「名水茶屋」休業日・【資料館】特別展「竹田の山城入門－中世山
城から近世岡城まで－」 ～11/27㈰まで
・【水琴館】県美協写真展巡回展 ～11/6㈰まで
・瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 9:00～（竹田中学校）
・田能村竹田182年祭（旧竹田荘画聖堂）～

11/3㈭まで
・白水の滝「源流の碑」再興式 9:30～（白水の

滝・荻町陽目）
・おはなしのへや10:30～（図書館えほんのへや）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）※

要予約 ☎63-3346
・第11回竹田市農業委員会総会 13:30～（竹

田市本庁舎３階委員会室）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・ 陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談[完全予約制]10:00-15:00（竹
田市高齢者いきいき交流センター）
※完全予約制。日本年金機構大分年
金事務所 ☎097-552-1211
・乳幼児健診【午後】9～10か月児健康
診査
・大分県行政書士会無料相談会
13:00-16:00（大分県行政書士会〔大分
市〕）

・竹田温泉「花水月」休館日
・身体障害者巡回相談会 11:30～（竹田市
総合社会福祉センター） 
・乳幼児健診【午後】３歳児健康診査
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約 ☎63-3346
・おはなしルーム 14:00～（南部幼稚園）
・人権学習学級「ハンセン病と人権」 15:00
～〔講師〕御手洗礼子氏（ハンセン病回
復者と共に歩む会代表）（市本庁舎３階
会議室）問生涯学習課☎63-4817

・直入地域火災防御訓練 8:00-9:00（直入
地域内某所・ブラインド訓練）
・荻地域秋季火災予防運動防火パレード 

9:00～（荻福祉健康エリアグラウンド）
・第11回トマト天国inおぎ・第37回荻ふる
さと祭り」9:00-16:00（荻福祉健康エリア）
・第68回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ
美術祭表彰式10:30～（久住公民館）
・平成28年度竹田市功労者表彰 13:30～
（竹田市総合社会福祉センター）

・【水琴館】第68回画聖「田能
村竹田」先生をしのぶ美術祭
特賞作品展（～11/20㈰まで）
・おはなしのへや
 10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・おはなしのへや
  10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）
・こころの健康相談
 13:30-15:30（竹田市総合社会
福祉センター）

  ※要予約 ☎63-3346

・おはなしのへや
  10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故相談
 ※予約制〔前日午前中まで〕
10:00-15:00（豊肥振興局）

  問☎0974-63-1171

・第７回広瀬武夫杯少年柔道大
会 9:00～（竹田高校体育館）
・Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪少年剣
道大会・直入町少年剣道大会
9 :00～（B&G直入海洋セン
ター）
・【水琴館】竹田木工クラブ作品
展（～12/４㈰まで）

・竹田市歩こう会【岡城址】
広瀬神社 9:30集合 ※１
・第70回竹田市駅伝競走大会
10:00～スタート（竹田市総合
運動公園駐車場）

竹 田 市 の　 こ よ み 11月たけたん情報

第68回 瀧廉太郎を偲ぶ
音楽祭
　11月１日㈫に開催され
た、第68回瀧廉太郎を偲
ぶ音楽祭の模様を２部に
分けてお届けします。
　第１部では、幼稚園・
支 援 学 校・小 学 校 の 部
を、第２部では、中学校
の部をお届けします。

【放送日】
〔第１部〕11月12日・
19日・26日・12月３日
土曜日 午後７時～
〔第２部〕11月13日・
20日・27日・12月４日
日曜日 午後７時～ 
※都合により放送時間を、

変更する場合がありま
すのでご了承ください。

●お問い合せ
　竹田市ケーブルセンター
　☎ 76-1415

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

◆2016年12月上旬の主な予定
　 3 日㈯　・ 第12回歳末助け合いチャリティーショー 
　　　　　　 〔午前の部〕10:00-正午 〔午後の部〕14:00-16:00（久住

公民館くじゅうサンホール）
　　　　　 ・第28回豊肥地区解放文化祭　9:30 ～（エイトピアおお

の大ホール・豊後大野市）
    10日㈯　・第43回少年少女駅伝ロードレース大会
　　　　　　9:30開会式　9:50スタート（総合運動公園陸上競技場）
　　　　　・荻地域人権講演会 10:00-12:00（緑ヶ丘中学校体育館）
    11日㈰　・久住地域人権講演会 10:00-12:00（久住公民館）
　　　　　・直入地域人権講演会 13:00-15:00（直入公民館）

文化の日

勤労感謝の日

竹田
・11月４日・18日㈮
　13:30～15:30（古町商栄会）

荻
・11月８日・22日㈫　13:00～

15:00（荻「しらみず」）

久住
・11月８日㈫・24日㈭　13:00

～15:00（久住「りんどう」）

直入
・11月11日・25日㈮　13:00～

15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・11月17日・24日㈭
　13:00～15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・11月９日㈬
　13:00～15:00（入田分館）
・11月15日㈫
　13:00～15:00（嫗岳分館）
・11月22日㈫
　13:00～15:00（宮砥分館）

今月のよりそいカフェ
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他

○教育・文化週間 11／１㈫～７㈪

○秋季全国火災予防運動 11／９㈬～15㈫

○税を考える週間 11／11㈮～17㈭

○生活衛生同業組合活動推進月間

○エコドライブ推進月間

○児童虐待防止推進月間

○世界エイズデー 12／１㈭
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　児童相談所や社会福祉課へご連絡をください。連絡い
ただいた方の個人情報、秘密事項は厳守します。
●ご連絡・お問い合せ
　児童相談所全国共通ダイヤル　189　（いちはやく）
　大分県中央児童相談所　☎097-544-2016
　竹田市社会福祉課　☎63-4811

児童虐待は、社会全体で解決すべき問題です。
　・児童虐待を受けたと思われるお子さんがいたら・・・
　・子育てに悩む方がいたら・・・
　・出産や育児に悩んだら・・・

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

11月16日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10：00～

12：00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

平成28年度推進月間標語

『さしのべて  あなたのその手  いちはやく』

12月１日は
「世界エイズデー」です！
　今年のテーマ「知っていても、分
かっていても AIDS  IS  NOT  OVER」
　HIV感染者・エイズ患者は年々増
加しています。HIVに感染していて
も症状はありませんが、他人に感染
させる力はあります。早期発見・早
期治療が重要ですので、HIV検査を
受けましょう。

12月６日㈫  17:00 ～ 19:00
（豊肥保健所）

　HIV夜間検査を実施します（匿
名・無料）。前日までの予約が必要
です。当日受付はできませんので、
検査を希望される方はお問い合わせ
ください。
問豊肥保健所（保健師）
☎0974-22-0162㈹
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第28回

地域医療・小児医療の視点から

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関
11／３㈭ 豊後大野市民病院（緒方町）

11／５㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

11／６㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

11／12㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

11／13㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

11／19㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

11／20㈰ みやわき小児科（三重町）
11／23㈬ 豊後大野市民病院（緒方町）

11／26㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

11／27㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

12／３㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

問�みやわき小児科（☎0974-24-0230）／三重東クリニック（☎0974-22-6333）／
豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は9：00 ～ 11：30）
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは8：30 ～ 12：00）
　※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
受診時の注意　当番医は、やむを得ず変更になる場合があります。あ
らかじめ当番医または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認さ
れるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ
用意されて約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号
11/ 3㈭ ふじさわ歯科医院 ☎64-1118
11/ 6㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 ☎75-3001 
11/13㈰ 竹下歯科医院〔竹田〕 ☎62-2662
11/20㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 ☎75-3001 
11/23㈬ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 ☎68-3263 
11/27㈰ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 ☎62-2400

　※診療時間９：00～ 12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

　４月から竹田医師会病院・大久保病院が二次救急医療を開始
するにあたり、休日及び夜間の在宅当番医が、市内医療機関の
当番制に変更となりました。

11月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
1㈫ 志賀内科 ☎63-2083 16㈬ 道全内科 ☎63-2270 
2㈬ 佐藤医院 ☎68-2005 17㈭ 秦医院 ☎63-2246 
3㈭ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈮ 柚須医院 ☎63-2016
4㈮ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 19㈯ 大久保病院 ☎64-7777
5㈯ 大久保病院 ☎64-7777 20㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
6㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 21㈪ 道全内科 ☎63-2270 
7㈪ 道全内科 ☎63-2270 22㈫ 志賀内科 ☎63-2083
8㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 23㈬ 大久保病院 ☎64-7777
9㈬ 志賀内科 ☎63-2083 24㈭ 竹田診療所 ☎62-4014
10㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 25㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304
11㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 26㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
12㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 27㈰ 大久保病院 ☎64-7777
13㈰ 大久保病院 ☎64-7777 28㈪ 道全内科 ☎63-2270 
14㈪ 道全内科 ☎63-2270 29㈫ 志賀内科 ☎63-2083
15㈫ 志賀内科 ☎63-2083 30㈬ 安西皮膚科 ☎63-3232

　竹田市消防署（☎ 63-0119）でもお知らせしていますので、
ご確認のうえ必ず事前に電話連絡し受診してください。 
　受付時間　平日夜間　18：00～ 21：00　土曜日　13：00～ 21：00
　　　　　　日曜、祝日　8：30～ 21：00
　＊�原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日当番病院

を受診してください。

　注意事項
　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診ても
らうようお願いします。

　・�当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事
前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

休日及び夜間の在宅当番医院

は
し
か
の
脅
威
が
！

　
「
は
し
か
」
が
増
え
て
い
ま
す
！

　
「
は
し
か
」
は
高
熱
、
咳
、
発
疹

が
数
日
続
く
感
染
症
で
す
。
江
戸

時
代
は
「
命
定
め
の
病
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
感
染
し
た
人
の

１
０
０
０
人
に
１
人
は
、
亡
く
な

る
、
ま
た
は
回
復
し
て
も
脳
に
後
遺

症
を
残
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
す
が

に
江
戸
時
代
と
は
違
う
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、

現
在
も
江
戸
時
代
と
同
じ
く
ら
い

危
険
で
す
。
な
ぜ
な
ら
…

　

今
も
「
は
し
か
」
に
は
治
療
法
が

な
い
か
ら
で
す
！

　

竹
田
で
は
も
う
10
年
く
ら
い
「
は

し
か
」
の
患
者
さ
ん
は
出
て
い
ま
せ

ん
。
国
内
で
も
激
減
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
今
年
、
関
東
の
ア
リ
ー

ナ
で
あ
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
１

人
、「
は
し
か
」
の
患
者
さ
ん
が
い

た
だ
け
で
流
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

国
内
の
国
際
空
港
で
も
集
団
発
生

し
ま
し
た
。
ア
リ
ー
ナ
に
１
人
い
た

だ
け
で
、「
は
し
か
」の
免
疫
を
持
っ

て
い
な
い
人
全
員
が
感
染
す
る
の

は
、
空
気
感
染
す
る
病
気
の
特
徴
で

す
。
マ
ス
ク
を
し
て
も
感
染
は
防
げ

ま
せ
ん
。

　
「
は
し
か
」
の
唯
一
の
予
防
策
は

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
子
ど
も
は
２

回
の
接
種
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

成
人
で
は
接
種
し
て
い
な
い
人
が
い

ま
す
。
流
行
の
兆
し
が
報
道
さ
れ
て

以
降
、
全
国
で
ワ
ク
チ
ン
を
求
め
る

人
が
殺
到
し
、
幼
い
子
ど
も
が
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り

か
け
て
い
ま
す
。

　

１
歳
児
と
、
年
長
ク
ラ
ス
の
幼
児

が
定
期
予
防
接
種
の
対
象
で
す
。

先
ず
は
、
そ
の
年
齢
の
子
ど
も
達
全

員
に
し
っ
か
り
予
防
接
種
を
し
て
あ

げ
、
そ
の
次
に
、
有
料
に
は
な
り
ま

す
が
、
大
人
で
１
回
も
接
種
し
て
い

な
い
人
へ
の
接
種
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ワ
ク
チ
ン

不
足
が
解
消
さ
れ
た
後
に
、
大
人
の

２
回
目
接
種
を
検
討
く
だ
さ
い
。
採

血
し
て
抗
体
を
測
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
２
回
接
種
す
れ
ば
十
分
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
の
未
来
を
創
る
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
に
、
大
人
も
感
染
予

防
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・

小
児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

休日当番医情報
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aketa  Information

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
。

11
月
４
日
は
開
館

入
館
料　

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、

小
中
学
生
無
料

⃝

特
別
展　

好
評
開
催
中

「
竹
田
の
山
城
入
門
︱
中
世
山
城
か

ら
近
世
岡
城
ま
で
︱
」

～
11
月
27
日
㈰
ま
で

　

竹
田
市
に
所
在
す
る
山
城
に
つ
い

て
解
説
す
る
「
入
門
編
」
で
す
。
岡

城
に
関
す
る
絵
図
群
を
大
公
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
見
逃
し
な

く
！

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

※�

展
示
予
定
が
無
い
場
合
は
臨
時
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
館
料　

無　

料

⃝

大
分
県
美
術
協
会
写
真
展
巡
回
展

10
月
25
日
㈫
～
11
月
６
日
㈰

　

大
分
県
美
術
協
会
写
真
展
に
入
賞

し
た
優
秀
作
品
（
招
待
・
会
員
・
一

般
）
を
展
示
す
る
巡
回
展
で
す
。

⃝
�

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
竹
田
「
国
際
墨
彩
画

展
」

11
月
８
日
㈫
～
13
日
㈰

　

田
能
村
竹
田
の
意
志
を
受
け
継

ぎ
、
自
然
と
歴
史
、
現
代
的
視
野
と

文
化
を
融
合
さ
せ
た
新
し
い
水
墨
画

の
誕
生
を
願
い
、
地
域
の
魅
力
を
さ

ら
に
引
き
出
し
、
再
発
見
さ
せ
て
く

れ
る
作
品
を
募
集
し
展
示
し
ま
す
。

問 

竹
田
市
企
画
情
報
課　

☎
63－

４

０
０
１

⃝
�

第
68
回
画
聖
「
田
能
村
竹
田
」
先

生
を
し
の
ぶ
美
術
祭
特
賞
作
品
展

11
月
15
日
㈫
午
後
～
20
日
㈰

　

大
分
県
美
術
協
会
写
真
展
に
入
賞

し
た
優
秀
作
品
（
招
待
・
会
員
・
一

般
）
を
展
示
す
る
巡
回
展
で
す
。

⃝

竹
田
木
工
ク
ラ
ブ
作
品
展

11
月
23
日
㈬
～
12
月
４
日
㈰

　

神
楽
面
等
の
木
工
作
品
や
俵
等
の

わ
ら
編
み
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

　

森
林
資
源
の
確
保
と
、
自
然
の
恩

恵
を
受
け
る
場
所
と
な
る
よ
う
に
、

森
林
の
再
生
に
向
け
て
伐
採
跡
地
に

植
樹
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈯　

式
典
・ 

午

前
９
時
30
分
～
（
直
入
支
所
広
場
）

／
植
樹
・
午
前
10
時
～
（
植
樹
地
・

直
入
町
大
字
長
湯
字
下
野
）

主
催　

竹
田
市
、（
公
財
）
イ
オ
ン

環
境
財
団

協
力　

大
分
県
、竹
田
市
、森
林
組
合
、

（
公
財
）
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

期
間　

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
の
３
か
年
計
画

植
樹　

９
㌶
（
１
年
、
２
年
、
３
年

目
各
３
㌶
）

植
樹
本
数　

７
４
０
０
本
（
３
か
年

２
万
１
４
０
０
本
）

参
加
者　

５
０
０
名
（
市
外
３
５
０

人
、
竹
田
市
民
参
加
数
１
５
０
人
）

種
類　

ケ
ヤ
キ
、
ヤ
マ
サ
ク
ラ
、
モ

ミ
ジ
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、
ヤ
シ
ャ
ブ
シ

問 

竹
田
市
財
政
課　

市
有
財
産
経

営
管
理
室　

☎
63－

４
８
０
２

〔
遺
墨
店
・
茶
掛
展
〕
竹
田
先
生
と

そ
の
師
友
・
門
下
生
・
高
僧
の
作
品

日
時　

11
月
１
日
㈫
～
３
日
（
木
・

祝
）
午
前
９
時
～

場
所　

旧
竹
田
荘
画
聖
堂

〔
茶
会
〕

日
時　

11
月
２
日
㈬
～
３
日
（
木
・

祝
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
入
席

可
）

場
所　

旧
竹
田
荘
母
屋
他

茶
券　

１
０
０
０
円
（
１
枚
で
３
席

と
も
入
席
可
・
入
荘
料
含
む
）

〔
献
茶
式
〕

日
時　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）　

午

前
９
時
～

場
所　

旧
竹
田
荘
画
聖
堂

問 

竹
田
顕
彰
会
事
務
局　

☎
62－

２

５
２
９
（
足
達
）

 

平
成
28
年
度
自
衛
官
募
集

対
象
者　

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未

満
の
男
子

受
付
期
間　

推
薦
11
月
１
日
㈫
～
12

月
２
日
㈮
／
一
般
11
月
１
日
㈫
～
平

成
29
年
１
月
６
日
㈮

試
験
日　

平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

試
験
会
場　

大
分
商
工
会
議
所

対
象
者　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

子　

※
受
付
随
時

試
験
日　

12
月
中
旬

試
験
会
場　

別
府
駐
屯
地
（
予
定
）

★
自
衛
官
募
集
説
明
会
を
毎
月
開
催
中

　
11
月
は
20
日
㈰
に
竹
田
地
域
事
務
所

に
て
開
催
予
定
で
す
。
参
加
を
希
望
の

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田
地

域
事
務
所

　
☎
63-

３
３
２
０

歴
史
資
料
館�

☎
63

－

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館�

☎
63

－

２
２
０
０

第
１
回
竹
田
市
植
樹
祭

田
能
村
竹
田
１
８
２
年
祭

◎
陸
上
自
衛
隊　

高
等
工
科
学

校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を

募
集
し
ま
す
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たけたん情報

年　

金

　

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　

大
切
に
保
管
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
28
年

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７－

５
５
２－

１
２
１
１

　
11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日
は

「
年
金
の
日
」
で
す

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認

で
き
、
年
金
見
込
額
も
わ
か
り
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

消
費
者
行
政

　

全
国
一
斉
「
多
重
債
務
者
相
談
強

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
６
」
実
施

中
。
そ
の
一
環
と
し
て
多
重
債
務
者

無
料
相
談
会
を
開
催
し
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
開
催
場
所　

12
月
13
日
㈫　

午
後
１
時
～
午
後
３
時（
中
津
市
）、

12
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
～
午
後
３

時
（
玖
珠
町
）、
12
月
20
日
㈫　

午

後
１
時
～
午
後
３
時
（
大
分
市
）

※
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
制

内
容　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
財
務

事
務
所
相
談
員
、
消
費
生
活
相
談
員

が
多
重
債
務
の
相
談
、
中
小
企
業
向

け
の
相
談
、
家
計
管
理
に
関
す
る
相

談
を
無
料
で
受
付
け
ま
す
。

受
付
締
切　

11
月
15
日
㈫

問 

財
務
省
九
州
財
務
局
大
分
財
務

事
務
所　

多
重
債
務
相
談
窓
口

☎
０
９
７－
５
３
２－

７
１
８
８

商
工
労
働

　

大
分
県
で
は
平
成
28
年
熊
本
地
震

で
被
災
し
た
県
内
の
中
小
企
業
等
が

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
地
域
の
産
業

復
興
に
欠
か
せ
な
い
施
設
・
設
備
の

復
旧
に
取
り
組
む
場
合
に
施
設
・
設

備
の
復
旧
・
整
備
費
用
を
助
成
す
る

「
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復

旧
整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
補
助
金
の
交
付
申
請
に
必

要
と
な
る
「
復
興
事
業
計
画
」
の
認

定
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
第
２

次
公
募
を
行
っ
て
い
ま
す
。

締
切　

11
月
25
日
㈮　

問
・　

 

大
分
県
商
工
労
働
部
経
営
創

造
・
金
融
課　

☎
０
９
７－

５
０
６－

３
２
２
６

竹
田
市
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時

　

そ
の
場
所
で
」

（
平
成
28
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
の
間
、
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
期
間
中
は
消
防
団
に
よ
る
火
災

防
御
訓
練
や
、
消
防
車
輌
に
よ
る
防

火
広
報
を
行
い
、
火
の
用
心
を
呼
び

か
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
等
の
使
用
も
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
市
で
は
、
今
年
21
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
（
９
月
末
現

在
）。
出
火
原
因
の
多
く
が
、
枯
れ

草
等
の
焼
却
中
に
周
囲
に
延
焼
し
、

火
災
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
枯
れ
草

等
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
支
所
・

消
防
署
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー

の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

お
金
の
困
り
ご
と
相
談
会

施
設
等
を
被
災
さ
れ
た
中
小
企

業
者
等
の
事
業
再
建
を
支
援
し

ま
す申

平
成
28
年 

秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動 （
11
／
９
㈬
～
15
㈫
）

広報たけた  平成28年11月号 16



aketa  Information

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
（
交
換
）

と
点
検
を
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
と
な
り
、
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

設
置
し
て
10
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
内
部
の
電
子
部

品
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
本
体
の
交
換
を
お
奨
め
し
ま

す
。

　
交
換
時
期
を
音
や
光
で
知
ら
せ
て
く

れ
る
機
種
も
あ
り
ま
す
の
で
、
取
扱
説

明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交

換
時
期
が
表
示
さ
れ
て
い
る
警
報
器

は
、
期
限
ま
で
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
ほ
と
ん

ど
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
す
。
逃
げ
遅

れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問 

竹
田
市
消
防
本
部　

☎
63－

０
１

１
９衛　

生

　

浄
化
槽
に
は
、
し
尿
と
炊
事
・
洗

濯
・
風
呂
な
ど
の
生
活
雑
排
水
を
同

時
に
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽

と
、
し
尿
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処

理
浄
化
槽
（
新
規
設
置
は
で
き
ま
せ

ん
）
が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
処
理
浄

化
槽
は
、
生
活
雑
排
水
も
処
理
す
る

た
め
、
単
独
処
理
浄
化
槽
に
比
べ
て

１
戸
当
た
り
の
有
機
汚
濁
排
出
量
が

８
分
の
１
に
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
公
共
水
域
の
環
境

を
守
り
水
道
水
源
と
な
る
下
流
域
の

水
質
保
全
に
向
け
、
市
町
村
整
備
型

制
度
で
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
竹
田
市

が
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
維

持
管
理
も
行
っ
て
い
く
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
受
益
者
か
ら

分
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
使
用

に
あ
た
っ
て
は
維
持
管
理
の
た
め
使

用
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

竹
田
市
環
境
衛
生
課　

生
活
排

水
係　

☎
63－

４
８
２
１

福　

祉

日
時　

12
月
３
日
㈯　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午
（
入

場
は
９
時
か
ら
）

午
後
の
部　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

（
入
場
は
午
後
１
時
か
ら
）

場
所　

久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル 

送
迎
バ
ス　

竹
田
市
役
所
本
庁
舎
か

ら
久
住
公
民
館
ま
で
（
午
前
９
時
と

正
午
、
久
住
公
民
館
か
ら
竹
田
市
役

所
本
庁
舎
ま
で
、
午
前
・
午
後
の

シ
ョ
ー
終
了
後
に
運
行
）

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
益
金

は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
と
合
わ

せ
て
、
年
末
に
地
域
福
祉
活
動
を
行

う
団
体
等
や
支
援
を
必
要
と
す
る
方

に
配
分
し
ま
す
。
各
自
治
会
・
各
種

団
体
・
福
祉
団
体
で
協
力
券
（
１
枚

５
０
０
円
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

入
場
の
際
は
必
ず
協
力
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
方
も

当
日
券
（
１
枚
５
０
０
円
）
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
課　

☎
63

－

１
５
４
４　

竹
田

市
社
会
福
祉
課　

☎
63－

４
８
１
１

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
設
置
替
え
を
し

ま
せ
ん
か

■分担金及び使用料　（専用住宅）
槽の大きさ 分担金 槽の大きさ 使用料

（円） （月額：円）

５～７人槽 130,000 ５～７人槽 4,006

８～ 10人槽 140,000 ８人槽 4,212

９～ 10人槽 4,622

■�農業集落排水処理施設（荻・久住地区）の処理区域に
お住まいの方についても、地域のきれいな河川を守っ
ていくためにも是非、農業集落排水処理施設への加入
接続をご検討ください。

第
12
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
ご
協
力
を

あなたの移住・定住を応援します！
 Ｕターン促進住宅取得・住宅改修事業補助金　
　本市の移住・定住促進の取り組みとしてＵターンを促進するもので、Ｕターン希望者が定住することを目的とし
て、住宅の取得、実家等の改修または空き家の改修に要する経費の一部について助成する制度です。
　Ｕターン（就職などのため５年以上市外で居住していた市内出身者が、定住の意思を持って再び転入すること）
する者が、自ら定住するため住宅の取得や実家等の改修を行う事業で、補助対象経費の３分の２以内、100万円を
限度とします。

 三世代同居等定住支援事業補助金　
　本市への定住促進と家族の絆の再生を目的として、市内で三世代の同居または隣居を始めるために、住宅の新
築や購入、増改築、リフォームを行うもので、その新築等に係る経費の一部について助成する制度です。
　三世代世帯の祖父母や親の所有する住宅、三世代世帯が同居するための新築、購入、増改築、リフォームする
住宅であって、住宅の取得や実家等の改修を行う事業です。補助対象経費の３分の２以内、100万円を限度としま
す。
　※いずれも予算の範囲内で補助金を交付することができます。
　※補助金交付要綱等詳細は市役所ホームページをご覧ください。

●お問い合せ　竹田市企画情報課　農村回帰推進室　☎63-4801
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たけたん情報

　

平
成
28
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調

整
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た

し
ま
す
。

公
営
住
宅

■
申
込
方
法

　

竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
建
設
課
内
）
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
に
備
え
付
け
て
い
る
入
居

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

募
集
期
間　

11
月
7
日
㈪
～
15
日 

㈫　

※
土
・
日
を
除
く

抽
選
日　

11
月
18
日
㈮　

午
前
10

時
～
（
市
本
庁
舎
）

入
居
指
定
日　

12
月
16
日
、
ま
た
は

平
成
29
年
１
月
５
日
（
県
営
・
平
成

29
年
1
月
以
降
）

※�

次
回
の
募
集
月
は
平
成
29
年
1
月

で
す
。
詳
細
は
大
分
県
住
宅
供
給

公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
市

建
設
課
内
）　

☎
63－

４
４
０
０

農　

業

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農
地

（
水
田
・
畑
）
を
貸
し
た
い
方
（
出

し
手
）
と
規
模
拡
大
等
を
考
え
て
い

る
担
い
手
（
受
け
手
）
の
中
間
的
受

け
皿
と
な
っ
て
、
出
し
手
の
農
地
を

一
度
農
地
中
間
管
理
機
構
が
借
り
受

け
、
こ
の
農
地
に
つ
い
て
受
け
手
に

貸
し
出
す
制
度
で
す
。

○�

農
地
中
間
管
理
機
構
が
借
り
受
け

る
農
地
は

①
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地

②�

相
続
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
農

地
③
遊
休
農
地
で
な
い
こ
と

④�

貸
し
付
け
の
可
能
性
が
著
し
く
低

い
農
地
で
な
い
こ
と

※
借
り
受
け
る
期
間
は
、原
則
10
年
間
で
す
。

○
担
い
手
（
受
け
手
）
は

　

認
定
農
業
者
等
人
・
農
地
プ
ラ
ン

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
担
い
手

【
農
地
の
出
し
手
や
受
け
手
へ
の
支

援
】

①�

経
営
転
換
協
力
金
（
出
し
手
へ
の

支
援
）

　

農
業
を
や
め
る
場
合
や
、
担
い
手

が
柱
と
し
て
い
た
農
業
部
門
の
一
部

を
や
め
る
場
合
に
自
作
地
を
10
年
以

上
貸
し
付
け
る
場
合
に
出
し
手
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

〈
交
付
単
価
〉

　

貸
付
面
積
０
・
１
～
２
・
０
以
下

　

３
万
円
／
10
㌃（
上
限
50
万
円
）、

２
・
０
㌶
超
え
３
万
円
／
10
㌃
（
上

限
70
万
円
）

②�

耕
作
者
集
積
協
力
金
（
出
し
手
へ

の
支
援
）

　

受
け
手
が
経
営
す
る
農
地
な
ど
に

隣
接
し
た
農
地
や
、
2
筆
以
上
連
坦

し
た
農
地
を
10
年
以
上
機
構
を
経
由

し
て
担
い
手
に
貸
し
出
し
た
場
合
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

〈
交
付
単
価
〉
５
千
円
／
10
㌃

③�

大
分
県
農
地
集
積
担
い
手
交
付
金

（
受
け
手
へ
の
支
援
）

　

受
け
手
が
自
分
の
農
地
に
隣
接
し

た
農
地
を
借
り
受
け
た
場
合
や
概
ね

50
㌃
以
上
の
連
担
地
や
1
筆
の
農
地

を
、
機
構
を
と
お
し
て
新
た
に
借
り

受
け
た
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

〈
交
付
単
価
〉
２
万
円
／
10
㌃

④�

地
域
集
積
協
力
金
（
地
域
へ
の
支

援
）

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
地

域
が
、
地
域
内
の
農
地
を
機
構
に
貸

し
付
け
担
い
手
に
集
積
し
た
割
合
に

応
じ
て
「
地
域
」
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

〈
交
付
単
価
〉

平
成
28
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
説
明
会

説明会日程
開催日時 場　所 対象者

11月14日㈪
14:00 ～ 15:30

竹田市役所
３階会議室

荻地域・久住地
域・直入地域の
源泉徴収義務者

11月15日㈫
10:00 ～ 11:30 竹田市役所

３階会議室

竹田市（上記以
外）源泉徴収義
務者11月15日㈫

14:00 ～ 15:30

●お問い合せ　竹田税務署 ☎ 0974-63-3141

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す

１．公営住宅（市営11戸、県営２戸）
地　域 住　宅　名 戸　数 備　　考

竹　田
玉来第１団地 １ 単身可
県営豊岡住宅 ２ 単身可

荻
桜住宅（簡易２階） １ 単身可
桜住宅（木造戸建） １ 単身可
栄住宅 ３ 世帯

久　住

桐迫住宅 ２ 単身可
桐迫住宅 １ 世帯
田向住宅 １ 単身可
池の口住宅 １ 世帯

２．特定公共賃貸住宅（２戸）
地　域 住　宅　名 戸　数 備　　考
竹　田 七里団地　Ｆ棟 １ 35歳以下の単身
直　入 ドイツ村団地 １ 世帯

ご
存
知
で
す
か
「
農
地
中
間
管

理
事
業
」

農
地
受
け
手

農
地
の
出
し
手

農地中間管理機構

（大分県農業農村振興公社）

賃貸料 賃貸料

問= お問い合わせ先　 　= 申込み先申 広報たけた  平成28年11月号 18
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新
規
集
積　

２
割
以
上
５
割
以
下

１
・
５
万
円
、
10
㌃
５
割
以
上
８
割

以
下
２
・
１
万
円
、
10
㌃
８
割
以
上

２
・
７
万
円
／
10
㌃

　

更
新　

５
千
円
／
10
㌃

注
）・�

交
付
単
価
は
28
年
度
単
価
で
、
毎
年

見
直
さ
れ
ま
す
。

　

  

・�

協
力
金
や
交
付
金
は
事
業
の
要
件
を

満
た
し
た
時
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
各
支
所
地
域
振

興
課
、
ま
た
は
竹
田
市
農
政
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

竹
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民

生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る

税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）

及
び
役
割
（
使
途
）
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

皆
様
の
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し
を

支
え
る
税
」
で
す
。

　

な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の

実
施
に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設

け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（w
w
w
.nta.go.jp

ま
た
は
「
国
税

庁
」
で
検
索
）

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
「
検

察
審
査
会
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
一
切
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ

と
が
良
か
っ
た
か
悪
か
っ
た
か
を
審

査
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

大
分
検
察
審
査
会
事
務
局
（
大

分
地
方
裁
判
所
内
）　

☎
０
９
７－

５

３
２－

７
１
６
１

雇
用
保
険

　

平
成
29
年
１
月
１
日
よ
り
65
歳
以

上
の
方
も
雇
用
保
険
加
入
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
末
ま
で
は
65
歳
以

上
で
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
方
は
雇
用

保
険
の
適
用
対
象
外
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
適
用
範
囲
が
次
の
よ
う
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

○�

平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
新
た

に
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
い
入

れ
た
場
合
。

○�

平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
新
た
に

65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
、

平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
も
継
続

し
て
雇
用
し
て
い
る
場
合

※�

高
年
齢
継
続
被
保
険
者
（
65
歳
に

達
し
た
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き

雇
用
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
）
に

つ
い
て
は
65
歳
以
降
自
動
的
に
高

年
齢
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で

届
出
不
要
で
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野　

管
理

課
業
務
係　

☎
０
９
７
４－

22－

８
６

０
９

ご
存
じ
で
す
か
「
税
を
考
え
る

週
間
」

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た

求人
情報

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク　問 ☎63-1101

①養豚場での作業１人 12 ～ 12.7万円　②一
般土木作業員１人 20万円　③ルート営業１
人 17 ～ 25万円　④一般作業員１人 16.5万円
　⑤製造スタッフ１人 16 ～ 23万円　⑥事務
管理職１人 22万円　⑦接客係２人 15万円　
⑧企画運営係１人 22 ～ 25万円　⑨厨房職員
１人 14.3万円　⑩清掃部管理担当１人 16万
円　⑪ベーカリー製造・販売６人 14 ～ 16.7
万円　⑫一般事務１人 14 ～ 16万円
〔パート求人（時給）〕
⑬看護師１人 1200円～ 1500円　⑭清掃ス
タッフ1人 750円　⑮介護補助者２人 750 ～
800円　⑯トマト収穫管理作業員２人 880円
　⑰作業員１人 715 ～ 800円　⑱婦人服コー
ディネーター２人 720円　⑲郵便外務員１人 
830円　⑳ホールスタッフ２人 1000円～
1500円　㉑精肉担当１人 715円　㉒販売員１
人 780円　㉓送迎及び施設管理１人 840円　
㉔食事配膳スタッフ５人 800円

2016年11月発行19



今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

■竹田市立図書館
8401-36XAF・ LET　

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
0022-86XAF・ LET　

■久住図書室
4270-67XAF・ 7170-67LET　

■直入図書室
7122-57XAF・ 1122-57LET　

図書館に行こう
月11

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5

6

1

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

　　が竹田市立図書館の休館日

ぼくたち・私たちの

学び舎

【一般の本】
・江戸を造った男（朝日新聞出版）
・叛骨　上・下巻（潮出版社）
・人の樹（潮出版社）
・スローバラード（実業之日本社）
・三の隣は五号室（中央公論新社）
・お父さんと伊藤さん（講談社）
・小説　君の名は。（KADOKAWA）
・生きるために大切なこと　原典（方丈社）
・築地（木楽舎）
・シルバー川柳　元気百倍編（河出書房新社）

伊東　潤
津本　陽

村田　喜代子
小路　幸也

長嶋　有
中澤　日菜子

新海　誠
Ａ．アドラー

テオドル・ベスター

みやぎシルバーネット編

【子どもの本】

さかなクン
高橋　秀雄
今西　乃子

まつしまこういちろう
とよたかずひこ

新美　南吉
斎藤　洋

・さかなクンの一魚一会　まいにち夢中な人生！（講談社）

・釣りに行こう！（文研出版）
・捨て犬 ・未来、天国へのメッセージ（岩崎書店）
・のぞいてみよう！いろいろなのりもの（JTBパブリッシング）

・ばななくんがね・・・（童心社）
・木のまつり（新樹社）
・どうぶつのおばけずかん（講談社）

他　100冊ほど入りました

　大分県出身の絞り染め作家
であり、工房「遊草庵」主宰
の安藤宏子さんが、世界各地
で広く行なわれてきた染色法
である絞り染めを、紀元前か
ら現代まで各地の伝統の絞り

を解説し、23カ国の絞り染めの技法を説き、7カ国11種
類の技法を再現する一冊。風土とテキスタイル、その技
法とルーツをひもとく画期的な書です。

　こわいけどおもしろい「おばけずかん」シリー
ズはいかがですか？いえのなかにはこわ～いおば
けがどんどんでてきます。玄関に見たこともない
黒いスリッパがあったら、それは「ぬけずのス
リッパ」かもしれません。はいたら最後、歩きた
くなくてもスリッパが勝手に動き出し・・・・!?
　でもこのおはなしをよめばだいじょうぶ！おば
けのことをもっとべんきょうしよう。そうすれば
もっとだいじょうぶ！なんだって。

一般の本

子どもの本

「世界の絞り染め大全」　
（安藤　宏子　誠文堂新光社）

「いえのおばけずかん
　　　　　おばけテレビ」　　　

（斉藤　洋　講談社）

○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00
○おはなしルーム
　11月10日㈭　14:00～14:30
　（竹田幼稚園）
　11月17日㈭　14:00～14:30
　（南部幼稚園）

↑田北日出夫

↑新図書館建設工事は本体のフレーム工事
が概ね終了し、新図書館の全体像がイ
メージできるようになりました（10/５現在）

　
終
戦
２
年
後
わ
が
国
の
教
育

の
学
校
制
度
・
教
育
内
容
・
教

育
行
政
の
各
領
域
に
亘
っ
て
新

し
い
教
育
の
構
想
が
整
備
さ
れ

同
年
４
月
に
六
・
三
・
三
制
の

小
中
高
等
学
校
が
発
足
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
下
竹
田
中
学
校

は
独
立
し
た
校
舎
が
無
い
た

め
、
小
学
校
の
西
校
舎
を
使
用

し
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
全
国
ど
こ
の
自

治
体
に
と
っ
て
も
中
学
校
建
築

は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
年
の
４
月
54
才
で
初
の

公
選
村
長
に
就
任
し
た
日
出
夫

は
乏
し
い
財
政
の
中
、
議
会
に

中
学
校
建
築
を
提
案
し
議
決
さ

れ
た
。
直
ち
に
校
地
を
村
の
ほ

ぼ
中
心
の
仲
村
と
定
め
９
月
着

工
翌
年
５
月
に
落
成
し
た
。
こ

れ
で
仮
住
ま
い
か
ら
独
立
し
た

下
竹
田
中
学
校
と
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
正
に
電
光
石
火
の
早

技
で
県
下
で
最
も
早
い
中
学
校

舎
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
こ
の
建
築
に
当
っ
て
は
用
地

を
所
有
者
に
寄
附
し
て
も
ら
う

こ
と
や
、
運
動
場
整
地
を
各
自

治
会
に
区
割
り
し
て
無
償
出
夫

の
交
渉
な
ど
多
く
の
困
難
を
乗

り
越
え
た
努
力
の
結
果
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
日
出
夫
村
長

が
卓
越
し
た
識
見
と
決
断
実
行

力
の
持
ち
主
と
し
て
賞
賛
さ
れ

た
。

　
こ
の
他
に
28
才
で
現
在
の
中

央
線
期
成
会
長
と
し
て
尽
力

し
、
40
才
で
村
議
会
議
員
、
そ

し
て
昭
和
27
年
に
は
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
た
教
育
委
員
に
選
任

さ
れ
た
。
更
に
倒
産
し
た
農
協

の
専
務
、
組
合
長
と
し
て
10
年

間
に
亘
り
再
建
に
腐
心
し
た
。

し
か
し
、
再
建
の
目
標
達
成
を

目
前
に
し
て
会
議
中
に
脳
卒
中

で
倒
れ
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。

　
日
出
夫
は
常
に
村
の
こ
と
社

会
の
こ
と
を
思
い
、
誠
実
温
厚

で
人
々
か
ら
信
頼
敬
愛
さ
れ
た

68
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

（
清
水
　
誠
一
）

※

資
料
　
直
入
町
誌

　
　
　
　
　
田
北
良
一
氏
提
供

終戦直後の教育に力を注いだ村長　田北日出夫

ま
る
ご
と
博
物
館
133

↑移転して８年目の竹田中校舎…春には美しい桜が
出迎えてくれます

↑竹田中フェイスブックページ…学校生活の様子を
タイムリーに更新し、世界各地で閲覧されています

　
昨
年
度
よ
り
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
「
自
分
が
竹
田
」
と
し
ま
し
た
。

　
あ
る
生
徒
の
温
か
い
あ
い
さ
つ
に

感
激
し
た
地
域
の
方
か
ら
、
お
便
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
竹
田
中
の

生
徒
の
み
な
さ
ん
は
立
派
で
す
。
生

徒
も
先
生
方
も
本
当
に
素
晴
ら
し

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

あ
る
時
、
狭
い
道
を
広
が
っ
て
歩
く

生
徒
た
ち
が
車
の
通
行
の
妨
げ
に

な
り
、
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
一
人
の
爽
や
か
な
あ
い
さ
つ
が
、

竹
田
中
全
体
を
高
め
て
く
れ
る
。
反

対
に
、
誰
か
の
マ
ナ
ー
違
反
に
よ
っ

て
、
学
校
が
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
し
て

し
ま
う
。「
自
分
が
竹
田
」
に
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
ば
学
校
が

輝
く
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
竹
田
中
に
は
、
あ
い
さ
つ
の
妖
精

「
モ
ー
ニ
ン
」
と
い
う
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
ま
す
。
生
徒
の

ア
イ
デ
ア
で
生
ま
れ
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ

で
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
や
各
種
行
事

で
活
躍
す
る
人
気
者
で
、
夢
は
日
本

ゆ
る
キ
ャ
ラ
選
手
権
に
出
場
し
て

全
国
区
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
昨
年
１
月
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
リ
ン
ク
さ
せ
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
竹
田

駅
を
日
本
一
美
し
く
し
よ
う
と
始
め

た
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
活
動
、
自
ら
に
問

い
な
が
ら
無
言
で
掃
除
す
る
自
問

清
掃
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
生
徒
も

１
㎞
前
で
下
車

し
て
歩
く
自
力

登
校
等
、
本
校

の
特
色
あ
る
取

組
か
ら
、
日
々

の
授
業
風
景
や

休
み
時
間
の
様

子
ま
で
、
タ
イ

ム
リ
ー
に
更
新

し
ま
す
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
米
国

や
ア
ジ
ア
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

フ
リ
カ
等
、
世
界
中
の
人
々
が
閲
覧

し
て
い
ま
す
。
積
極
的
な
情
報
発
信

が
竹
田
中
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
竹
田
中
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
は
紫

で
す
。
校
歌
を
作
詞
し
た
詩
人
、
川

野
里
子
氏
は
、「
紫
」
一
字
に
込
め
た

思
い
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　「
竹
田
で
育
て
ら
れ
た
紫
草
に

は
、
高
貴
で
誇
り
高
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
競
争
社
会
を
生
き
る
中

で
、
紫
草
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
高
貴

な
佇
ま
い
を
思
い
出
す
と
、
あ
の
よ

う
に
強
く
、
誇
り
高
く
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

　
今
年
度
の
後
期
生
徒
会
テ
ー
マ

は
、「
向
上
心
〜
常
に
誇
り
を
持
っ

て
」。
理
想
を
求
め
て
、
夢
を
実
現

し
よ
う
と
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
校
長
　
志
賀
　
哲
哉
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
中
学
校

直入図書館が移転しました！

　直入公民館図書室が10月
24日㈪から直入支所に移転
しました。電話、FAXとも
に変更しましたのでお知ら
せします。
　どうぞご利用ください。

↑明るく元気な竹田中ゆる
キャラ「モーニン」…あいさ
つ上手な竹中生の心が集
まって生まれた妖精です新図書館建設中
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今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

■竹田市立図書館
8401-36XAF・ LET　

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
0022-86XAF・ LET　

■久住図書室
4270-67XAF・ 7170-67LET　

■直入図書室
7122-57XAF・ 1122-57LET　

図書館に行こう
月11

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5

6

1

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

　　が竹田市立図書館の休館日

ぼくたち・私たちの

学び舎

【一般の本】
・江戸を造った男（朝日新聞出版）
・叛骨　上・下巻（潮出版社）
・人の樹（潮出版社）
・スローバラード（実業之日本社）
・三の隣は五号室（中央公論新社）
・お父さんと伊藤さん（講談社）
・小説　君の名は。（KADOKAWA）
・生きるために大切なこと　原典（方丈社）
・築地（木楽舎）
・シルバー川柳　元気百倍編（河出書房新社）

伊東　潤
津本　陽

村田　喜代子
小路　幸也

長嶋　有
中澤　日菜子

新海　誠
Ａ．アドラー

テオドル・ベスター

みやぎシルバーネット編

【子どもの本】

さかなクン
高橋　秀雄
今西　乃子

まつしまこういちろう
とよたかずひこ

新美　南吉
斎藤　洋

・さかなクンの一魚一会　まいにち夢中な人生！（講談社）

・釣りに行こう！（文研出版）
・捨て犬 ・未来、天国へのメッセージ（岩崎書店）
・のぞいてみよう！いろいろなのりもの（JTBパブリッシング）

・ばななくんがね・・・（童心社）
・木のまつり（新樹社）
・どうぶつのおばけずかん（講談社）

他　100冊ほど入りました

　大分県出身の絞り染め作家
であり、工房「遊草庵」主宰
の安藤宏子さんが、世界各地
で広く行なわれてきた染色法
である絞り染めを、紀元前か
ら現代まで各地の伝統の絞り

を解説し、23カ国の絞り染めの技法を説き、7カ国11種
類の技法を再現する一冊。風土とテキスタイル、その技
法とルーツをひもとく画期的な書です。

　こわいけどおもしろい「おばけずかん」シリー
ズはいかがですか？いえのなかにはこわ～いおば
けがどんどんでてきます。玄関に見たこともない
黒いスリッパがあったら、それは「ぬけずのス
リッパ」かもしれません。はいたら最後、歩きた
くなくてもスリッパが勝手に動き出し・・・・!?
　でもこのおはなしをよめばだいじょうぶ！おば
けのことをもっとべんきょうしよう。そうすれば
もっとだいじょうぶ！なんだって。

一般の本

子どもの本

「世界の絞り染め大全」　
（安藤　宏子　誠文堂新光社）

「いえのおばけずかん
　　　　　おばけテレビ」　　　

（斉藤　洋　講談社）

○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00
○おはなしルーム
　11月10日㈭　14:00～14:30
　（竹田幼稚園）
　11月17日㈭　14:00～14:30
　（南部幼稚園）

↑田北日出夫

↑新図書館建設工事は本体のフレーム工事
が概ね終了し、新図書館の全体像がイ
メージできるようになりました（10/５現在）

　
終
戦
２
年
後
わ
が
国
の
教
育

の
学
校
制
度
・
教
育
内
容
・
教

育
行
政
の
各
領
域
に
亘
っ
て
新

し
い
教
育
の
構
想
が
整
備
さ
れ

同
年
４
月
に
六
・
三
・
三
制
の

小
中
高
等
学
校
が
発
足
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
下
竹
田
中
学
校

は
独
立
し
た
校
舎
が
無
い
た

め
、
小
学
校
の
西
校
舎
を
使
用

し
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
全
国
ど
こ
の
自

治
体
に
と
っ
て
も
中
学
校
建
築

は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
年
の
４
月
54
才
で
初
の

公
選
村
長
に
就
任
し
た
日
出
夫

は
乏
し
い
財
政
の
中
、
議
会
に

中
学
校
建
築
を
提
案
し
議
決
さ

れ
た
。
直
ち
に
校
地
を
村
の
ほ

ぼ
中
心
の
仲
村
と
定
め
９
月
着

工
翌
年
５
月
に
落
成
し
た
。
こ

れ
で
仮
住
ま
い
か
ら
独
立
し
た

下
竹
田
中
学
校
と
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
正
に
電
光
石
火
の
早

技
で
県
下
で
最
も
早
い
中
学
校

舎
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
こ
の
建
築
に
当
っ
て
は
用
地

を
所
有
者
に
寄
附
し
て
も
ら
う

こ
と
や
、
運
動
場
整
地
を
各
自

治
会
に
区
割
り
し
て
無
償
出
夫

の
交
渉
な
ど
多
く
の
困
難
を
乗

り
越
え
た
努
力
の
結
果
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
日
出
夫
村
長

が
卓
越
し
た
識
見
と
決
断
実
行

力
の
持
ち
主
と
し
て
賞
賛
さ
れ

た
。

　
こ
の
他
に
28
才
で
現
在
の
中

央
線
期
成
会
長
と
し
て
尽
力

し
、
40
才
で
村
議
会
議
員
、
そ

し
て
昭
和
27
年
に
は
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
た
教
育
委
員
に
選
任

さ
れ
た
。
更
に
倒
産
し
た
農
協

の
専
務
、
組
合
長
と
し
て
10
年

間
に
亘
り
再
建
に
腐
心
し
た
。

し
か
し
、
再
建
の
目
標
達
成
を

目
前
に
し
て
会
議
中
に
脳
卒
中

で
倒
れ
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。

　
日
出
夫
は
常
に
村
の
こ
と
社

会
の
こ
と
を
思
い
、
誠
実
温
厚

で
人
々
か
ら
信
頼
敬
愛
さ
れ
た

68
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

（
清
水
　
誠
一
）

※

資
料
　
直
入
町
誌

　
　
　
　
　
田
北
良
一
氏
提
供

終戦直後の教育に力を注いだ村長　田北日出夫

ま
る
ご
と
博
物
館
133

↑移転して８年目の竹田中校舎…春には美しい桜が
出迎えてくれます

↑竹田中フェイスブックページ…学校生活の様子を
タイムリーに更新し、世界各地で閲覧されています

　
昨
年
度
よ
り
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
「
自
分
が
竹
田
」
と
し
ま
し
た
。

　
あ
る
生
徒
の
温
か
い
あ
い
さ
つ
に

感
激
し
た
地
域
の
方
か
ら
、
お
便
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
竹
田
中
の

生
徒
の
み
な
さ
ん
は
立
派
で
す
。
生

徒
も
先
生
方
も
本
当
に
素
晴
ら
し

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

あ
る
時
、
狭
い
道
を
広
が
っ
て
歩
く

生
徒
た
ち
が
車
の
通
行
の
妨
げ
に

な
り
、
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
一
人
の
爽
や
か
な
あ
い
さ
つ
が
、

竹
田
中
全
体
を
高
め
て
く
れ
る
。
反

対
に
、
誰
か
の
マ
ナ
ー
違
反
に
よ
っ

て
、
学
校
が
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
し
て

し
ま
う
。「
自
分
が
竹
田
」
に
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
ば
学
校
が

輝
く
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
竹
田
中
に
は
、
あ
い
さ
つ
の
妖
精

「
モ
ー
ニ
ン
」
と
い
う
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
ま
す
。
生
徒
の

ア
イ
デ
ア
で
生
ま
れ
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ

で
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
や
各
種
行
事

で
活
躍
す
る
人
気
者
で
、
夢
は
日
本

ゆ
る
キ
ャ
ラ
選
手
権
に
出
場
し
て

全
国
区
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
昨
年
１
月
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
リ
ン
ク
さ
せ
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
竹
田

駅
を
日
本
一
美
し
く
し
よ
う
と
始
め

た
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
活
動
、
自
ら
に
問

い
な
が
ら
無
言
で
掃
除
す
る
自
問

清
掃
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
生
徒
も

１
㎞
前
で
下
車

し
て
歩
く
自
力

登
校
等
、
本
校

の
特
色
あ
る
取

組
か
ら
、
日
々

の
授
業
風
景
や

休
み
時
間
の
様

子
ま
で
、
タ
イ

ム
リ
ー
に
更
新

し
ま
す
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
米
国

や
ア
ジ
ア
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

フ
リ
カ
等
、
世
界
中
の
人
々
が
閲
覧

し
て
い
ま
す
。
積
極
的
な
情
報
発
信

が
竹
田
中
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
竹
田
中
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
は
紫

で
す
。
校
歌
を
作
詞
し
た
詩
人
、
川

野
里
子
氏
は
、「
紫
」
一
字
に
込
め
た

思
い
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　「
竹
田
で
育
て
ら
れ
た
紫
草
に

は
、
高
貴
で
誇
り
高
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
競
争
社
会
を
生
き
る
中

で
、
紫
草
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
高
貴

な
佇
ま
い
を
思
い
出
す
と
、
あ
の
よ

う
に
強
く
、
誇
り
高
く
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

　
今
年
度
の
後
期
生
徒
会
テ
ー
マ

は
、「
向
上
心
〜
常
に
誇
り
を
持
っ

て
」。
理
想
を
求
め
て
、
夢
を
実
現

し
よ
う
と
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
校
長
　
志
賀
　
哲
哉
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
中
学
校

直入図書館が移転しました！

　直入公民館図書室が10月
24日㈪から直入支所に移転
しました。電話、FAXとも
に変更しましたのでお知ら
せします。
　どうぞご利用ください。

↑明るく元気な竹田中ゆる
キャラ「モーニン」…あいさ
つ上手な竹中生の心が集
まって生まれた妖精です新図書館建設中
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市長コラム
〈第87回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←大分市から熊本市を結ぶ「中九
州横断道路」早期完成に向け
て、大分市、豊後大野市ととも
に国土交通省大分河川国道事務
所、九州地方整備局に要望活動
を行った

↑“あったか対話行政”を実行する「TOP懇談会」

ベ
ッ
ド
の
上
で
展
望
し
た
竹
田
市
の
未
来

盆
地
全
体
を「
道
の
駅
」と
考
え
て

首
藤
市
長
が「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」

の
優
秀
賞
に
！

　
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
は
、
地
方
自

治
体
の
首
長
や
議
員
、
市
民
に
よ
る

地
域
の
創
意
に
根
差
し
た
政
策
本
位

の
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
第
11
回

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」
の
優
秀
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
賞
（
首
長
）
部
門
に
お
い

て
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　〝
あ
っ
た
か
対
話
行
政
〞
を
基
軸

に
し
た
政
策
立
案
の
過
程
に
お
い

て
、
住
民
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
な
が

ら
意
見
交
換
を
行
う
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談

会
」
を
実
施
。
市
民
の
意
見
を
公
約

に
掲
げ
た
「
政
策
」
に
取
り
入
れ
る

手
法
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
に
、
受
賞
者
の
先
進
事

例
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
「
プ
レ
ゼ
ン

研
修
大
会
」。
翌
11
日
に
は
、
大
賞
・

最
優
秀
賞
の
発
表
及
び
授
賞
式
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
半
月
に
及
ぶ
入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
職
務

専
念
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
日
本
の
最
高
峰
の
技
術
と
経
験
値
、
そ
し
て
設
備

を
兼
ね
備
え
て
い
る
環
境
の
下
で
手
術
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
予
想
以
上
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
自
由
の
利
か
な
か
っ
た
時
間
を
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
、
頭
の
中
だ
け
は
現
実
的
な
課
題
を
整
理
す
る
た
め

に
、
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　
課
題
は
城
下
町
再
生
を
軸
に
し
た
文
化
会
館
と
図
書
館
、
さ

ら
に
は
歴
史
資
料
館
と
水
琴
館
及
び
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
の
構
想
で
あ
り
ま
す
し
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
健
康
づ
く
り

と
温
泉
利
活
用
に
よ
る
政
策
展
開
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
た
。

　
病
院
に
持
参
し
た
携
帯
電
話
に
よ
り
、
図
書
館
の
鉄
骨
が
立

ち
あ
が
っ
て
い
る
写
真
を
見
て
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
み
な
さ
ん

と
議
論
を
交
わ
し
て
き
た
場
面
を
思
い
起
こ
し
、
感
無
量
で
し

た
。
文
化
会
館
に
あ
っ
て
も
、
入
札
が
無
事
終
わ
り
、「
担
当
業

者
が
決
定
し
た
」
と
の
報
告
を
受
け
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　
退
院
し
て
す
ぐ
に
国
土
交
通
省
に
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道

路
の
一
日
も
早
い
完
成
を
訴
え
る
べ
く
、
市
民
代
表
の
み
な
さ

ん
と
大
分
・
福
岡
に
出
向
き
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
で
中
九
州
・

地
域
高
規
格
道
路
の
早
期
完
成
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
そ
の
一

方
で
今
年
度
の
補
正
予
算
で
９
億
円
と
い
う
大
き
な
予
算
が
付

き
、
朝
地
竹
田
間
が
よ
り
順
調
に
進
む
と
い
う
こ
と
が
約
束
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
城
下
町
再
生
で

す
。

　
課
題
は
竹
田
の
鏡
地
区
で
国
道
57
号
と
接
続
す
る
あ
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
接
続
点
か
ら
阿
蘇
に
向
け
て
、
い
ま
計
画
段
階

評
価
と
い
う
、
つ
ま
り
は
ど
こ
を
ど
う
通
っ
て
阿
蘇
市
に
向
か

う
の
が
最
適
な
の
か
を
調
査
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
早
期
の
結
論
を
待
ち
望
み
た
い
の
で
す

が
、
し
ば
ら
く
は
国
道
57
号
を
使
っ
て
熊
本
方
面
に
移
動
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
が
問
題
で
す
。

　
城
下
町
や
岡
城
な
ど
の
魅
力
や
図
書
館
や
文
化
会
館
の
魅
力

が
育
た
な
け
れ
ば
、
観
光
バ
ス
も
乗
用
車
も
竹
田
盆
地
に
入
ら

ず
に
57
号
を
素
通
り
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
岡
城
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
城
下
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

が
明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
が
57
号
と
接
続
し
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
新
た
な
高
規
格
道
路
が
開
設
さ
れ
る
に
は
10
年
間
く
ら

い
を
想
定
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
は
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
は
な
く
、
大
分
方
面
か
ら
移

動
し
て
く
る
人
た
ち
を
竹
田
エ
リ
ア
で
一
度
は
受
け
止
め
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
竹
田
エ
リ
ア
は
そ
の
も
の

が
10
年
間
道
の
駅
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
に
ぎ
わ
っ
た
大
野
町
や

朝
地
町
は
、
い
ま
や
通
過
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
か
っ
て
の
隆

盛
は
影
を
潜
め
て
し
ま
っ
た
と
地
元
関
係
者
は
嘆
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
実
態
を
反
面
教
師
と
し
て
、
わ
が
竹
田
市
は
、
ど
う
し

た
ら
観
光
バ
ス
や
乗
用
車
が
盆
地
を
め
ざ
し
て
く
れ
る
の
か
、

い
ま
の
う
ち
に
作
戦
を
練
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
町
全
体
が
道
の
駅
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
す
。
従

来
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
機
能
、
つ
ま
り
食
事
が
で

き
た
り
、
買
い
物
が
で
き
た
り
と
い
う
楽
し
み
に
加
え
て
、
岡

城
を
散
策
し
た
り
、
田
能
村
竹
田
を
鑑
賞
し
た
り
、
瀧
廉
太
郎

の
こ
と
を
学
ん
だ
り…

。
他
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
魅
力
を
満
載
す
る
こ
と
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
竹
田
市
の
持
っ
て
い
る
可
能
性
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
期
待
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
特
に
、
田
能
村
竹

田
を
介
し
て
中
国
や
香
港
の
観
光
客
や
大
学
生
た
ち
が
南
画
の

ふ
る
さ
と
を
学
び
に
来
る
素
地
は
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

国
道
４
４
２
号
と
高
規
格
道
路
が
連
結
す
れ
ば
、
久
住
高
原
も

大
い
に
活
性
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
も
体
調
万
全
に
し
て
走
り
ま
す
。
ま
ち
も
動
き
始
め
て
い

ま
す
。
新
し
い
風
に
乗
っ
て
天
高
く
舞
い
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

文
部
科
学
大
臣
賞
　
谷
口
　
美
帆
（
大
分
高
３
年
）

書
写
書
道
の
部

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　橋
爪
　
真
依
（
竹
田
中
３
年
）

毎
日
新
聞
社
賞

　衞
藤
　
鼓
　（
竹
田
高
２
年
）

竹
田
市
長
賞

　小
島
　
広
大
　（
南
部
小
５
年
）

　画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭審査が10月６
日、竹田市B&G直入海洋センター体育館で行われ、絵画の
部（3,064点）、書写書道の部（1,774点）に出品された
4,838点の中からそれぞれ28点が特賞に選ばれました。
　授賞式は11月３日（木・祝）、久住公民館くじゅうサン
ホールにて行われます。特賞作品は10月29日㈯～11月3日
（木・祝）午前中まで久住公民館で展示されます。
　また、11月15日㈫午後１時～20日㈰まで市民ギャラ
リー水琴館で特賞作品のみ展示を行います。
　今月号は文部科学大臣賞作品、及び市内の特賞受賞作品
をご紹介します。（敬称略）

毎日新聞社賞
甲斐　蓮平（豊岡小５年）

竹田市長賞
阿南　円香（竹田中３年）

エフエム大分賞
後藤　紗春（荻小２年）

竹田市ロータリークラブ会長賞
小川　梓（豊岡小６年）

毎日新聞社賞
西野　光咲（豊岡小１年）

大分県知事賞
副田　菜々美（竹田中２年）

九州アルプス商工会会長賞
佐竹　真伍（宮城台小３年）

毎日小学生新聞賞
甲斐　美羽（豊岡小４年）

竹田商工会議所会頭賞
佐藤　美穂（豊岡小５年）

文部科学大臣賞　志賀　純逢（白丹小２年）絵画の部

第68回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭

志賀純逢くん　　 が
文部科学大臣賞

（白丹小
２年　）

↑谷口さんの作品
　一部拡大したもの

し が す み あ
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市長コラム
〈第87回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←大分市から熊本市を結ぶ「中九
州横断道路」早期完成に向け
て、大分市、豊後大野市ととも
に国土交通省大分河川国道事務
所、九州地方整備局に要望活動
を行った

↑“あったか対話行政”を実行する「TOP懇談会」

ベ
ッ
ド
の
上
で
展
望
し
た
竹
田
市
の
未
来

盆
地
全
体
を「
道
の
駅
」と
考
え
て

首
藤
市
長
が「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」

の
優
秀
賞
に
！

　
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
は
、
地
方
自

治
体
の
首
長
や
議
員
、
市
民
に
よ
る

地
域
の
創
意
に
根
差
し
た
政
策
本
位

の
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
第
11
回

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」
の
優
秀
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
賞
（
首
長
）
部
門
に
お
い

て
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　〝
あ
っ
た
か
対
話
行
政
〞
を
基
軸

に
し
た
政
策
立
案
の
過
程
に
お
い

て
、
住
民
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
な
が

ら
意
見
交
換
を
行
う
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談

会
」
を
実
施
。
市
民
の
意
見
を
公
約

に
掲
げ
た
「
政
策
」
に
取
り
入
れ
る

手
法
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
に
、
受
賞
者
の
先
進
事

例
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
「
プ
レ
ゼ
ン

研
修
大
会
」。
翌
11
日
に
は
、
大
賞
・

最
優
秀
賞
の
発
表
及
び
授
賞
式
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
半
月
に
及
ぶ
入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
職
務

専
念
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
日
本
の
最
高
峰
の
技
術
と
経
験
値
、
そ
し
て
設
備

を
兼
ね
備
え
て
い
る
環
境
の
下
で
手
術
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
予
想
以
上
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
自
由
の
利
か
な
か
っ
た
時
間
を
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
、
頭
の
中
だ
け
は
現
実
的
な
課
題
を
整
理
す
る
た
め

に
、
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　
課
題
は
城
下
町
再
生
を
軸
に
し
た
文
化
会
館
と
図
書
館
、
さ

ら
に
は
歴
史
資
料
館
と
水
琴
館
及
び
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
の
構
想
で
あ
り
ま
す
し
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
健
康
づ
く
り

と
温
泉
利
活
用
に
よ
る
政
策
展
開
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
た
。

　
病
院
に
持
参
し
た
携
帯
電
話
に
よ
り
、
図
書
館
の
鉄
骨
が
立

ち
あ
が
っ
て
い
る
写
真
を
見
て
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
み
な
さ
ん

と
議
論
を
交
わ
し
て
き
た
場
面
を
思
い
起
こ
し
、
感
無
量
で
し

た
。
文
化
会
館
に
あ
っ
て
も
、
入
札
が
無
事
終
わ
り
、「
担
当
業

者
が
決
定
し
た
」
と
の
報
告
を
受
け
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　
退
院
し
て
す
ぐ
に
国
土
交
通
省
に
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道

路
の
一
日
も
早
い
完
成
を
訴
え
る
べ
く
、
市
民
代
表
の
み
な
さ

ん
と
大
分
・
福
岡
に
出
向
き
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
で
中
九
州
・

地
域
高
規
格
道
路
の
早
期
完
成
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
そ
の
一

方
で
今
年
度
の
補
正
予
算
で
９
億
円
と
い
う
大
き
な
予
算
が
付

き
、
朝
地
竹
田
間
が
よ
り
順
調
に
進
む
と
い
う
こ
と
が
約
束
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
城
下
町
再
生
で

す
。

　
課
題
は
竹
田
の
鏡
地
区
で
国
道
57
号
と
接
続
す
る
あ
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
接
続
点
か
ら
阿
蘇
に
向
け
て
、
い
ま
計
画
段
階

評
価
と
い
う
、
つ
ま
り
は
ど
こ
を
ど
う
通
っ
て
阿
蘇
市
に
向
か

う
の
が
最
適
な
の
か
を
調
査
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
早
期
の
結
論
を
待
ち
望
み
た
い
の
で
す

が
、
し
ば
ら
く
は
国
道
57
号
を
使
っ
て
熊
本
方
面
に
移
動
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
が
問
題
で
す
。

　
城
下
町
や
岡
城
な
ど
の
魅
力
や
図
書
館
や
文
化
会
館
の
魅
力

が
育
た
な
け
れ
ば
、
観
光
バ
ス
も
乗
用
車
も
竹
田
盆
地
に
入
ら

ず
に
57
号
を
素
通
り
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
岡
城
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
城
下
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

が
明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
が
57
号
と
接
続
し
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
新
た
な
高
規
格
道
路
が
開
設
さ
れ
る
に
は
10
年
間
く
ら

い
を
想
定
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
は
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
は
な
く
、
大
分
方
面
か
ら
移

動
し
て
く
る
人
た
ち
を
竹
田
エ
リ
ア
で
一
度
は
受
け
止
め
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
竹
田
エ
リ
ア
は
そ
の
も
の

が
10
年
間
道
の
駅
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
に
ぎ
わ
っ
た
大
野
町
や

朝
地
町
は
、
い
ま
や
通
過
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
か
っ
て
の
隆

盛
は
影
を
潜
め
て
し
ま
っ
た
と
地
元
関
係
者
は
嘆
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
実
態
を
反
面
教
師
と
し
て
、
わ
が
竹
田
市
は
、
ど
う
し

た
ら
観
光
バ
ス
や
乗
用
車
が
盆
地
を
め
ざ
し
て
く
れ
る
の
か
、

い
ま
の
う
ち
に
作
戦
を
練
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
町
全
体
が
道
の
駅
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
す
。
従

来
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
機
能
、
つ
ま
り
食
事
が
で

き
た
り
、
買
い
物
が
で
き
た
り
と
い
う
楽
し
み
に
加
え
て
、
岡

城
を
散
策
し
た
り
、
田
能
村
竹
田
を
鑑
賞
し
た
り
、
瀧
廉
太
郎

の
こ
と
を
学
ん
だ
り…

。
他
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
魅
力
を
満
載
す
る
こ
と
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
竹
田
市
の
持
っ
て
い
る
可
能
性
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
期
待
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
特
に
、
田
能
村
竹

田
を
介
し
て
中
国
や
香
港
の
観
光
客
や
大
学
生
た
ち
が
南
画
の

ふ
る
さ
と
を
学
び
に
来
る
素
地
は
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

国
道
４
４
２
号
と
高
規
格
道
路
が
連
結
す
れ
ば
、
久
住
高
原
も

大
い
に
活
性
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
も
体
調
万
全
に
し
て
走
り
ま
す
。
ま
ち
も
動
き
始
め
て
い

ま
す
。
新
し
い
風
に
乗
っ
て
天
高
く
舞
い
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

文
部
科
学
大
臣
賞
　
谷
口
　
美
帆
（
大
分
高
３
年
）

書
写
書
道
の
部

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　橋
爪
　
真
依
（
竹
田
中
３
年
）

毎
日
新
聞
社
賞

　衞
藤
　
鼓
　（
竹
田
高
２
年
）

竹
田
市
長
賞

　小
島
　
広
大
　（
南
部
小
５
年
）

　画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭審査が10月６
日、竹田市B&G直入海洋センター体育館で行われ、絵画の
部（3,064点）、書写書道の部（1,774点）に出品された
4,838点の中からそれぞれ28点が特賞に選ばれました。
　授賞式は11月３日（木・祝）、久住公民館くじゅうサン
ホールにて行われます。特賞作品は10月29日㈯～11月3日
（木・祝）午前中まで久住公民館で展示されます。
　また、11月15日㈫午後１時～20日㈰まで市民ギャラ
リー水琴館で特賞作品のみ展示を行います。
　今月号は文部科学大臣賞作品、及び市内の特賞受賞作品
をご紹介します。（敬称略）

毎日新聞社賞
甲斐　蓮平（豊岡小５年）

竹田市長賞
阿南　円香（竹田中３年）

エフエム大分賞
後藤　紗春（荻小２年）

竹田市ロータリークラブ会長賞
小川　梓（豊岡小６年）

毎日新聞社賞
西野　光咲（豊岡小１年）

大分県知事賞
副田　菜々美（竹田中２年）

九州アルプス商工会会長賞
佐竹　真伍（宮城台小３年）

毎日小学生新聞賞
甲斐　美羽（豊岡小４年）

竹田商工会議所会頭賞
佐藤　美穂（豊岡小５年）

文部科学大臣賞　志賀　純逢（白丹小２年）絵画の部

第68回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭

志賀純逢くん　　 が
文部科学大臣賞

（白丹小
２年　）

↑谷口さんの作品
　一部拡大したもの

し が す み あ
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誕生おめでとう ❾ 月生まれ（親・自治会）

×アート・クラフト 竹田市城下町まちあるき 

　６年目を迎える竹田アートカルチャー。今年のテーマは「ニュータケタ」です。
　現在、竹田のアートシーンは、歴史ある文化と現代アート、そして工芸文化などさ
まざまな表現が町に溶け込み、新たな文化の層となって、積み重なりはじめていま
す。それは、まるで「文化芸術のデパート」のようです。かつて城下町の中心的場所
にあったデパート「ニュー竹田」になぞらえて、さまざまなレイヤー（層）の重なり
により、常に更新し続ける竹田をお楽しみください。
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誕生日　親（地区・自治会）
平成27年11月生まれ

竹田市在住作家18名＋市外招聘作家10名　計28名による「まちなかアートのお祭り」

竹田アートカルチャー2016

■〔アート〕 竹田で集めた音源で作られた音楽と美術が
　合わさった作品展示

■〔クラフト〕 竹田うまれの釉薬をつかってつくられた
　うつわの展覧会

■〔ワークショップ〕 竹田の草木がうつしこまれたガラスの灯籠をつくろう！

■〔茶会〕 TSG竹田総合学院利用
　アーティスト９名による旧竹田
　荘での「アート茶会」（11/27）

ガラスと竹の
　ワークショップ

2016年晩秋

会場：広瀬神社、gallery 傾く家　ほか

会場：月函（tsuki-haco）※木曜日と日曜日のみ営業

会場：但馬屋老舗新屋２Ｆアラヤサーラ【要事前申込】

会場：旧竹田荘【要事前申込】

中西美香作陶展

「竹田音楽」

「花の記憶 森の残像」

葉影がゆれる、ガラスの灯籠づくり

11/12（土）～27（日）　土・日中心に城下町エリアで開催

（11/19・20）

問竹田アートカルチャー実行委員会
　事務局
　（竹田市竹田町2115  gallery傾く家）
　☎090-4439-5216 
　E-mail:taketaartculture@gmail.com
　ホームページアドレス
　http://www.taketaartculture.com/
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国民健康保険のお知らせ

平成27年度国民健康保険の運営状況医療機関への受診にあたって
～地域の医療を守るのはあなたです～

■収支の状況
　平成27年度国民健康保険特別会計の歳入は、40億

7,040万４千円で、このうち、約２割にあたる６億

7,478万円が加入者のみなさんに納めていただいた国

民健康保険税です。

　歳出の総額は、40億5,693万７千円で、このうち約

６割強を占めるのが、加入者の医療費や出産育児一時

金などに充てる保険給付費で25億5,031万８千円と

なっています。

　歳入歳出差引額は、1,346万６千円となっており、

国保の財政運営は、依然厳しい状況にあります。

■竹田市国保の健康課題は、

「高血圧・循環器疾患」、「筋・骨格系疾患」
　医療費増加の要因は、高齢化の進展や医療技術の高

度化に加え、竹田市国保加入者には、「高血圧・循環

器疾患」及び「筋・骨格系疾患」の方が多いことです。

　健康診査の結果や医療機関からのレセプト等のデー

タ分析の結果、これらの健康課題がわかりました。

　竹田市国保では、この健康課題に取り組むため、

データヘルス計画を策定し、平成29年度までの３か

年、「高血圧及び循環器疾患対策」及び「筋・骨格系

疾患対策」の保健事業を実施します。

■まずはここから、やってみましょう

　　・自分の体の状態を知るために、１年に１回健診

を受けましょう。

　　・本年度の健診は、29年２月末まで受けられます。

　　・自分の血管の状態を知るために、家庭で毎日、

血圧を測ってみましょう。

　　・血圧を測ったら、測定結果を記録しましょう。

　国民健康保険は、職場の健康保険や後期高齢者医療

制度に加入していない方などを対象とした地域保険

で、加入者のみなさんに納めていただく国民健康保険

税と国・県の支出金や交付金などをもとに、市が運営

しています。

■加入者の状況
　平成27年度の年間平均の被保険者数は6,999人で、

市民の約３割の方が国保に加入していました。

　国保の加入者は、75歳に到達すると後期高齢者医療

制度に移行するため、年々減少しています。

■医療費の状況
　平成27年度の医療費総額は、約30億１千万円で、前

年度と比較すると2,400万円増加しました。

　また、一人当たり医療費も、前年度に比べ17,900円

増の430,913円で、年々増加しています。

■薬のもらいすぎに注意する！
　薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しま

しょう。（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

■薬の飲み合わせに気をつける！
　薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることが

あります。「お薬手帳」の活用などにより、既に処方

されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには

注意しましょう。 

■ジェネリック医薬品を活用する！
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品

と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用が先発医

薬品よりも安くすみます。「ジェネリック医薬品希望

カード」を医療機関や薬局に提示することなどによ

り、後発医薬品の利用について相談にのってもらうこ

とができます。

■休日・夜間の受診は、緊急の場合以外は控
　える！
　休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の

高い患者さんを受け入れるためのものです。休日や夜

間に受診しようとする際には、平日の時間内に受診す

ることができないのか、もう一度考えてみましょう。

■こども救急電話相談を利用する！
　夜間・休日にお子さんの急な病気で心配になった

ら、まず、こども救急電話相談（＃8000）の利用を考

えましょう。看護師からお子さんの症状に応じた適切

な対処の仕方などのアドバイスが受けられます。

■かかりつけ医・かかりつけ薬局を持つ！
　「かかりつけ医」や「かかりつけ薬局」を持ちましょ

う。本年４月から紹介状なしで大分県立病院、大分大

学医学部附属病院を受診すると初診料とは別に５千円

以上を患者が負担することが義務付けられています。

■重複受診は控える！
　同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控え

ましょう。医療費が増えるだけでなく、重複する検査

や投薬により、体に悪影響を与える心配もあります。

　今の治療に不安があるときには、直接医師に伝えて

話し合ってみましょう。

●お問い合せ　　竹田市保険健康課　国保・高齢者医療係　☎ 63-4810

年に１回、健診を受ける

家庭で血圧を測ってみる

月～土曜日：午後７時～翌朝８時
日曜日・祝日：午前９時～午後５時
　　　　　　　午後７時～翌朝８時

受付
時間

相談
番号

＃8000（固定電話、携帯電話対応）
☎ 097-503-8822
※県境地域は県外につながることがあります
ので、097-503-8822に掛けてください。

医師・薬剤師の皆様へ

ジェネリック医薬品
希望カード

●変更可能であれば、ジェネリック医薬品へ変更を
お願いします。

私はジェネリック医薬品を希望します。

※ジェネリック医薬品の品質・有効性・安全性等に関す
るお問い合わせ

　独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）
　〈医薬品・医療機器相談室　くすり相談〉
　電話番号:03-3506-9457　受付時間：平日９:00 ～ 17:00
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折り山
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３．いったん全額自己負担したとき
　次のような場合、医療費はいったん全額自己負担と

なりますが、国保に申請して審査で認められれば、自

己負担分を除いた額があとから払い戻されます。

　申請手続きについては、国保の窓口にお問い合わせ

ください。

　①やむを得ず保険証を使わないで診療を受けたとき

　②医師が認めたあんま、はり、灸、マッサージ

　③医師の指示で購入した治療用補装具

　④海外で診療を受けた場合など

４．子どもが生まれたとき
　被保険者が出産したとき、出産育児一時金として1

子につき、40万４千円（産科医療補償制度に加入して

いる医療機関で出産した場合は１万６千円加算）が支

給されます。原則として国保から医療機関に直接支払

われます（直接支払制度）。妊娠12週（85日）以降で

あれば、死産・流産でも支給されます。

　直接支払制度を利用しなかった場合や、直接支払制

度を利用した場合で出産費用が上記金額に満たない場

合は、国保の窓口で申請が必要です。

○申請に必要もの

　保険証、世帯主の印かん

　世帯主名義の振込口座のわかるもの

　差額支給の場合は、医療機関と交わした合意文書と

　出産費用の領収書

　死産・流産の場合は、医師の証明書

５．被保険者が亡くなったとき
　被保険者が亡くなったとき、申請により葬祭を行っ

た人に葬祭費が２万円支給されます。

○申請に必要なもの　

　保険証、葬祭を行った人の印かん、

　葬祭を行った人が確認できる書類

　（会葬礼状等）、葬祭を行った人の

　振込口座のわかるもの

６．医療費の自己負担が高額なとき
　医療費の自己負担額が高額になったとき、自己負担

限度額を超えた分が申請により高額療養費として支給

されます。

　70歳未満の人と70歳以上の人では、限度額が異なり

ます。

■70歳未満の人の場合

　同じ人が同じ月内に同じ医療機関で支払った自己負担

額が、下表の自己負担限度額を超えた場合、その超えた

分が支給されます。なお、同じ世帯で、同じ月内に

21,000円以上の自己負担額を２回以上支払った場合、

それらを合算して限度額を超えた分が支給されます。

■70歳～ 74歳の人の場合

　外来（個人単位）の限度額を適用後、入院と合算し

て世帯単位の限度額を適用します。病院・診療所、歯

科の区分なく合算します。

※現役並み所得者とは、70歳以上の被保険者のうち、１人でも
一定の所得（住民税の課税所得が145万円）以上の人が同一
世帯にいる方。ただし、70歳以上の被保険者の収入の合計が
２人以上の場合520万円未満、１人の場合383万円未満の場
合、申請により所得区分が一般となります。

※低所得者Ⅱとは、非課税世帯の方です。
※低所得者Ⅰとは、非課税世帯で、世帯の所得が一定以下の方。

○高額療養費の申請に必要なもの

　領収書（70歳以上は不要です）

　保険証、印かん、世帯主名義の振込口座のわかるもの

国保ではこんな給付が受けられます
１．お医者さんにかかるとき
　病院などの窓口で保険証など

を提示すれば、年齢などに応じ

た負担割合を支払うだけで、診

察を受けることができます。

○自己負担割合

■一部負担金の減免

　災害などの特別な事情により収入が著しく減少し、

一定基準以下となった場合、病院などの窓口で支払う

一部負担金の猶予・減額・免除が受けられることがあ

ります。

　詳しくは、国保の窓口まで

お問い合わせください。

２．入院したときの食事代
　病院等に入院したとき、食事代が１食360円（定額）

の自己負担となりますが、住民税非課税世帯の方は、

減額措置があります。申請により「標準負担額減額認

定証」を交付しますので、入院の際、保険証と一緒に

病院に提示してください。

○入院時の食事にかかる標準負担額（1食あたり）

○申請に必要なもの

　保険証、印かん

　長期入院の場合は、過去１年間で90日を超える入院

日数が確認できる書類（入院期間は、非課税世帯と

しての日数）

義務教育就
学前まで

70歳～ 74歳

２割 ３割 １割 ２割 ３割

義務教育就
学～69歳

昭和19年
4月1日以
前生まれ
の人

昭和19年
4月2日以
降生まれ
の人

現役並み
所得者

住民税非
課税世帯

一般（下記以外の人） 360円

210円

160円

100円
70歳以上で、住民税非課税世帯で、世帯の所
得が一定基準以下

90日までの入院

過去12か月で90日を越える入院

ア:基礎控除後の所得
901万円超

252,600円＋（総医療
費－842,000円）×1％

所得区分 自己負担限度額 多数該当

140,100円

イ:基礎控除後の所得
600万円超～901
万円以下

167,400円＋（総医療
費－558,000円）×1％

93,000円

ウ:基礎控除後の所得
210万円超～600
万円以下

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×1％

44,400円

エ:基礎控除後の所得
210万円以下 44,400円57,600円

※多数該当とは、年４回以上該当した場合の４回目以降の限度額。

24,600円35,400円オ:住民税非課税

現役並み
所得者

80,100円＋（医療費－267,000
円）×1％〈多数該当44,400円〉

所得区分
自己負担上限額（月額）

外来（個人単位）

44,400円

12,000円 44,400円
24,600円
15,000円

8,000円

外来＋入院（世帯単位）

一　　　般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

■入院や高額な外来治療を受ける場合の事前申請

　70歳未満の人は、「限度額適用認定証」の交付を受

け、医療機関に提示すると、医療費の窓口負担が自己

負担限度額までの支払いで済むことになり、窓口負担

が軽くなります。ただし、保険税に滞納があると認定

証の交付ができない場合があります。

　70歳以上の人は、限度額適用認定証がなくても、保

険証と高齢受給者証を医療機関の窓口に提示すると、

窓口負担が一般（現役並み所得者は、３割負担）の自

己負担限度額までのお支払いで済みます。

　なお、70歳以上の非課税世帯の人については、「限

度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受け、医

療機関の窓口に提示すると、さらにそれ以下の自己負

担限度額までの支払いで済むことになります。

○認定証の申請に必要なもの

　保険証、世帯主の印かん

■厚生労働大臣が指定する特定疾病の場合

　高額な治療を長期間継続して受ける必要がある厚生

労働大臣の指定する特定疾病の人は、申請により交付

される「特定疾病療養受療証」を医療機関の窓口に提

示すれば、自己負担額は１か月１万円（慢性腎不全で

人工透析が必要な70歳未満の所得区分ア・イの人につ

いては２万円）までとなります。

○厚生労働大臣の指定する特定疾病

　・先天性血液凝固因子障害の一部

　・人工透析が必要な慢性腎不全

　・血液凝固因子製剤の投与に起因するHIV感染症

○申請に必要なもの

　医師の意見書、保険証、印かん

７．医療費も介護費も高額になったとき
　医療費が高額になった世帯に介護保険受給者がいる

場合、国保と介護保険の限度額を適用後に、自己負担の

年額を合算して基準額を超えたときに、申請によりそ

の超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。

　支給対象者には、毎年１月頃に通知をお送りします。

○国保の窓口及び申請場所
　市役所保険健康課（☎63-4810）または、各支所
　地域振興課

2016年11月発行②



国民健康保険のお知らせ 国民健康保険のお知らせ

３．いったん全額自己負担したとき
　次のような場合、医療費はいったん全額自己負担と

なりますが、国保に申請して審査で認められれば、自

己負担分を除いた額があとから払い戻されます。

　申請手続きについては、国保の窓口にお問い合わせ

ください。

　①やむを得ず保険証を使わないで診療を受けたとき

　②医師が認めたあんま、はり、灸、マッサージ

　③医師の指示で購入した治療用補装具

　④海外で診療を受けた場合など

４．子どもが生まれたとき
　被保険者が出産したとき、出産育児一時金として1

子につき、40万４千円（産科医療補償制度に加入して

いる医療機関で出産した場合は１万６千円加算）が支

給されます。原則として国保から医療機関に直接支払

われます（直接支払制度）。妊娠12週（85日）以降で

あれば、死産・流産でも支給されます。

　直接支払制度を利用しなかった場合や、直接支払制

度を利用した場合で出産費用が上記金額に満たない場

合は、国保の窓口で申請が必要です。

○申請に必要もの

　保険証、世帯主の印かん

　世帯主名義の振込口座のわかるもの

　差額支給の場合は、医療機関と交わした合意文書と

　出産費用の領収書

　死産・流産の場合は、医師の証明書

５．被保険者が亡くなったとき
　被保険者が亡くなったとき、申請により葬祭を行っ

た人に葬祭費が２万円支給されます。

○申請に必要なもの　

　保険証、葬祭を行った人の印かん、

　葬祭を行った人が確認できる書類

　（会葬礼状等）、葬祭を行った人の

　振込口座のわかるもの

６．医療費の自己負担が高額なとき
　医療費の自己負担額が高額になったとき、自己負担

限度額を超えた分が申請により高額療養費として支給

されます。

　70歳未満の人と70歳以上の人では、限度額が異なり

ます。

■70歳未満の人の場合

　同じ人が同じ月内に同じ医療機関で支払った自己負担

額が、下表の自己負担限度額を超えた場合、その超えた

分が支給されます。なお、同じ世帯で、同じ月内に

21,000円以上の自己負担額を２回以上支払った場合、

それらを合算して限度額を超えた分が支給されます。

■70歳～ 74歳の人の場合

　外来（個人単位）の限度額を適用後、入院と合算し

て世帯単位の限度額を適用します。病院・診療所、歯

科の区分なく合算します。

※現役並み所得者とは、70歳以上の被保険者のうち、１人でも
一定の所得（住民税の課税所得が145万円）以上の人が同一
世帯にいる方。ただし、70歳以上の被保険者の収入の合計が
２人以上の場合520万円未満、１人の場合383万円未満の場
合、申請により所得区分が一般となります。

※低所得者Ⅱとは、非課税世帯の方です。
※低所得者Ⅰとは、非課税世帯で、世帯の所得が一定以下の方。

○高額療養費の申請に必要なもの

　領収書（70歳以上は不要です）

　保険証、印かん、世帯主名義の振込口座のわかるもの

国保ではこんな給付が受けられます
１．お医者さんにかかるとき
　病院などの窓口で保険証など

を提示すれば、年齢などに応じ

た負担割合を支払うだけで、診

察を受けることができます。

○自己負担割合

■一部負担金の減免

　災害などの特別な事情により収入が著しく減少し、

一定基準以下となった場合、病院などの窓口で支払う

一部負担金の猶予・減額・免除が受けられることがあ

ります。

　詳しくは、国保の窓口まで

お問い合わせください。

２．入院したときの食事代
　病院等に入院したとき、食事代が１食360円（定額）

の自己負担となりますが、住民税非課税世帯の方は、

減額措置があります。申請により「標準負担額減額認

定証」を交付しますので、入院の際、保険証と一緒に

病院に提示してください。

○入院時の食事にかかる標準負担額（1食あたり）

○申請に必要なもの

　保険証、印かん

　長期入院の場合は、過去１年間で90日を超える入院

日数が確認できる書類（入院期間は、非課税世帯と

しての日数）

義務教育就
学前まで

70歳～ 74歳

２割 ３割 １割 ２割 ３割

義務教育就
学～69歳

昭和19年
4月1日以
前生まれ
の人

昭和19年
4月2日以
降生まれ
の人

現役並み
所得者

住民税非
課税世帯

一般（下記以外の人） 360円

210円

160円

100円
70歳以上で、住民税非課税世帯で、世帯の所
得が一定基準以下

90日までの入院

過去12か月で90日を越える入院

ア:基礎控除後の所得
901万円超

252,600円＋（総医療
費－842,000円）×1％

所得区分 自己負担限度額 多数該当

140,100円

イ:基礎控除後の所得
600万円超～901
万円以下

167,400円＋（総医療
費－558,000円）×1％

93,000円

ウ:基礎控除後の所得
210万円超～600
万円以下

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×1％

44,400円

エ:基礎控除後の所得
210万円以下 44,400円57,600円

※多数該当とは、年４回以上該当した場合の４回目以降の限度額。

24,600円35,400円オ:住民税非課税

現役並み
所得者

80,100円＋（医療費－267,000
円）×1％〈多数該当44,400円〉

所得区分
自己負担上限額（月額）

外来（個人単位）

44,400円

12,000円 44,400円
24,600円
15,000円

8,000円

外来＋入院（世帯単位）

一　　　般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

■入院や高額な外来治療を受ける場合の事前申請

　70歳未満の人は、「限度額適用認定証」の交付を受

け、医療機関に提示すると、医療費の窓口負担が自己

負担限度額までの支払いで済むことになり、窓口負担

が軽くなります。ただし、保険税に滞納があると認定

証の交付ができない場合があります。

　70歳以上の人は、限度額適用認定証がなくても、保

険証と高齢受給者証を医療機関の窓口に提示すると、

窓口負担が一般（現役並み所得者は、３割負担）の自

己負担限度額までのお支払いで済みます。

　なお、70歳以上の非課税世帯の人については、「限

度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受け、医

療機関の窓口に提示すると、さらにそれ以下の自己負

担限度額までの支払いで済むことになります。

○認定証の申請に必要なもの

　保険証、世帯主の印かん

■厚生労働大臣が指定する特定疾病の場合

　高額な治療を長期間継続して受ける必要がある厚生

労働大臣の指定する特定疾病の人は、申請により交付

される「特定疾病療養受療証」を医療機関の窓口に提

示すれば、自己負担額は１か月１万円（慢性腎不全で

人工透析が必要な70歳未満の所得区分ア・イの人につ

いては２万円）までとなります。

○厚生労働大臣の指定する特定疾病

　・先天性血液凝固因子障害の一部

　・人工透析が必要な慢性腎不全

　・血液凝固因子製剤の投与に起因するHIV感染症

○申請に必要なもの

　医師の意見書、保険証、印かん

７．医療費も介護費も高額になったとき
　医療費が高額になった世帯に介護保険受給者がいる

場合、国保と介護保険の限度額を適用後に、自己負担の

年額を合算して基準額を超えたときに、申請によりそ

の超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。

　支給対象者には、毎年１月頃に通知をお送りします。

○国保の窓口及び申請場所
　市役所保険健康課（☎63-4810）または、各支所
　地域振興課

広報たけた  平成28年11月号 ③
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平成27年度国民健康保険の運営状況医療機関への受診にあたって
～地域の医療を守るのはあなたです～

■収支の状況
　平成27年度国民健康保険特別会計の歳入は、40億

7,040万４千円で、このうち、約２割にあたる６億

7,478万円が加入者のみなさんに納めていただいた国

民健康保険税です。

　歳出の総額は、40億5,693万７千円で、このうち約

６割強を占めるのが、加入者の医療費や出産育児一時

金などに充てる保険給付費で25億5,031万８千円と

なっています。

　歳入歳出差引額は、1,346万６千円となっており、

国保の財政運営は、依然厳しい状況にあります。

■竹田市国保の健康課題は、

「高血圧・循環器疾患」、「筋・骨格系疾患」
　医療費増加の要因は、高齢化の進展や医療技術の高

度化に加え、竹田市国保加入者には、「高血圧・循環

器疾患」及び「筋・骨格系疾患」の方が多いことです。

　健康診査の結果や医療機関からのレセプト等のデー

タ分析の結果、これらの健康課題がわかりました。

　竹田市国保では、この健康課題に取り組むため、

データヘルス計画を策定し、平成29年度までの３か

年、「高血圧及び循環器疾患対策」及び「筋・骨格系

疾患対策」の保健事業を実施します。

■まずはここから、やってみましょう

　　・自分の体の状態を知るために、１年に１回健診

を受けましょう。

　　・本年度の健診は、29年２月末まで受けられます。

　　・自分の血管の状態を知るために、家庭で毎日、

血圧を測ってみましょう。

　　・血圧を測ったら、測定結果を記録しましょう。

　国民健康保険は、職場の健康保険や後期高齢者医療

制度に加入していない方などを対象とした地域保険

で、加入者のみなさんに納めていただく国民健康保険

税と国・県の支出金や交付金などをもとに、市が運営

しています。

■加入者の状況
　平成27年度の年間平均の被保険者数は6,999人で、

市民の約３割の方が国保に加入していました。

　国保の加入者は、75歳に到達すると後期高齢者医療

制度に移行するため、年々減少しています。

■医療費の状況
　平成27年度の医療費総額は、約30億１千万円で、前

年度と比較すると2,400万円増加しました。

　また、一人当たり医療費も、前年度に比べ17,900円

増の430,913円で、年々増加しています。

■薬のもらいすぎに注意する！
　薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しま

しょう。（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

■薬の飲み合わせに気をつける！
　薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることが

あります。「お薬手帳」の活用などにより、既に処方

されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには

注意しましょう。 

■ジェネリック医薬品を活用する！
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品

と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用が先発医

薬品よりも安くすみます。「ジェネリック医薬品希望

カード」を医療機関や薬局に提示することなどによ

り、後発医薬品の利用について相談にのってもらうこ

とができます。

■休日・夜間の受診は、緊急の場合以外は控
　える！
　休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の

高い患者さんを受け入れるためのものです。休日や夜

間に受診しようとする際には、平日の時間内に受診す

ることができないのか、もう一度考えてみましょう。

■こども救急電話相談を利用する！
　夜間・休日にお子さんの急な病気で心配になった

ら、まず、こども救急電話相談（＃8000）の利用を考

えましょう。看護師からお子さんの症状に応じた適切

な対処の仕方などのアドバイスが受けられます。

■かかりつけ医・かかりつけ薬局を持つ！
　「かかりつけ医」や「かかりつけ薬局」を持ちましょ

う。本年４月から紹介状なしで大分県立病院、大分大

学医学部附属病院を受診すると初診料とは別に５千円

以上を患者が負担することが義務付けられています。

■重複受診は控える！
　同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控え

ましょう。医療費が増えるだけでなく、重複する検査

や投薬により、体に悪影響を与える心配もあります。

　今の治療に不安があるときには、直接医師に伝えて

話し合ってみましょう。

●お問い合せ　　竹田市保険健康課　国保・高齢者医療係　☎ 63-4810

年に１回、健診を受ける

家庭で血圧を測ってみる

月～土曜日：午後７時～翌朝８時
日曜日・祝日：午前９時～午後５時
　　　　　　　午後７時～翌朝８時

受付
時間

相談
番号

＃8000（固定電話、携帯電話対応）
☎ 097-503-8822
※県境地域は県外につながることがあります
ので、097-503-8822に掛けてください。

医師・薬剤師の皆様へ

ジェネリック医薬品
希望カード

●変更可能であれば、ジェネリック医薬品へ変更を
お願いします。

私はジェネリック医薬品を希望します。

※ジェネリック医薬品の品質・有効性・安全性等に関す
るお問い合わせ

　独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）
　〈医薬品・医療機器相談室　くすり相談〉
　電話番号:03-3506-9457　受付時間：平日９:00 ～ 17:00
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